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「
ま
ち
」を
つ
な
ぐ
拠
点
へ
︒

「
ひ
と
」と「
し
ご
と
」と

起
業
・
創
業
を
め
ざ
す
人
を
支
援

す
る
施
設
を
開
設
し
ま
し
た

新
し
い
発
想
や
人
材
の
交
流
が
生
ま
れ

る
環
境
を
整
え
た
施
設
「
南
魚
沼
市
事
業

創
発
拠
点
」
を
、
４
月
１
日
㈮
、
Ｊ
Ｒ
六

日
町
駅
１
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

当
市
出
身
で
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
技
研

の
創
業
者 

最
高
顧
問 

松
井
利
夫
さ
ん
の

寄
付
に
よ
る
「
人
材
育
成
及
び
リ
ゾ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
・
田
園
都
市
構
想
松
井
基
金
」

な
ど
を
活
用
し
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

「
起
業
家
が
交
流
す
る
空
間
を
」
と
い
う

松
井
さ
ん
の
思
い
と
、
市
が
以
前
か
ら
進

め
て
き
た
「
起
業
・
創
業
を
促
進
し
、
市

の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
施
策
」

を
具
現
化
す
る
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

施
設
の
企
画
や
デ
ザ
イ
ン
は
株
式
会
社

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
に
委
託
し
、
施
設
内
は
県
内
産
の
木

材
を
多
く
使
い
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
か
ら

は
明
る
い
日
差
し
が
入
り
、
自
然
を
基
調

と
し
た
光
あ
ふ
れ
る
空
間
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を
は
じ
め
、

ア
ウ
ト
ド
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
テ
ン
ト
や

た
き
火
台
な
ど
も
設
置
し
、
解
放
感
と
遊

び
心
の
あ
る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
と
違
う
空
間
・
働
き
方
で
、
人
と
人

が
自
然
に
つ
な
が
り
、
柔
軟
な
発
想
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
現
在
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
（
注
１
）
を
め
ざ
す
人
を
対
象
と
し
た

起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
南
魚
沼
」

を
実
施
す
る
ほ
か
、
南
魚
沼
市
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
補
助
金
採
択
者
へ
の
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
事
業
創
発
拠
点
を
活
用
し

て
、
さ
ら
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
輩

出
や
市
内
企
業
の
育
成
支
援
、
市
外
の
企

業
家
と
の
交
流
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

（
注
１
）
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
新
た
な
考
え
方
や
技
術
な
ど
を

導
入
し
て
、
短
期
間
で
急
成
長
を
果
た

す
こ
と
。

︻
問
合
せ
︼商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班　
☎
７
７
３・６
６
６
５
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未
来
に
向
け
た
地
域
の
拠
点
に

こ
の
施
設
は
駅
構
内
に
立
地
し
、
無
料

Ｗ
ｉ−

Ｆ
ｉ
、
小
型
・
大
型
モ
ニ
タ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
な
ど
の
設
備
が
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
利
用
し
て
新
し
い
交
流
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
施
設
で
は
お
も
に
、
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
２
）
や
既

存
企
業
・
学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
行

わ
な
い
日
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

（
注
３
）
や
会
議
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
だ
れ

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
す
る
人
が
ワ
ク
ワ
ク
・
イ
キ
イ
キ

と
働
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
鎖
が
生
ま
れ
、

「
ひ
と
」
と
「
し
ご
と
」
と
「
ま
ち
」
を

つ
な
ぐ
、
未
来
に
向
け
た
地
域
の
拠
点
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
で
は
今
後
、
こ
の
事
業
創
発
拠
点
を

活
用
し
て
、
市
内
で
新
た
な
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
起
業
家
の
育
成
や
、
市
内
外

の
起
業
家
の
交
流
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
注
２
）
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
起
業
家

な
ど
に
、
起
業
・
経
営
・
資
金
調
達
な

ど
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈
の
提

供
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
取

り
組
み
の
こ
と
。

（
注
３
）
異
な
る
組
織
に
所
属
す
る
人
や

独
立
し
た
人
な
ど
が
、
事
務
所
を
共
有

し
て
仕
事
を
行
う
場
所
の
こ
と
。

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す

施
設
の
特
徴
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
、
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
愛

称
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法（
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
）

①
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
み
、
専

用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

②
事
業
創
発
拠
点
受
付
と
商
工
観
光

課
窓
口
に
設
置
の
応
募
箱
に
応
募

用
紙
を
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。（
公

募
要
項
・
応
募
用
紙
も
用
意
し
て

い
ま
す
）

募
集
締
切　
６
月
30
日
㈭
必
着

※
施
設
の
内
覧
会
を
５
月
14
日
㈯
・

15
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い

施
設
を
利
用
す
る
に
は

施
設
の
管
理
・
運
営
は
、
指
定
管
理
者

の
一
般
社
団
法
人 

南
魚
沼
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
が
行
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
、
利
用
許
可
申
請
書
の

提
出
と
利
用
料
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
に
な

る
か
、
利
用
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

利
用
窓
口　
一
般
社
団
法
人 

南
魚
沼
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

☎
７
８
８
・
０
５
５
２
（
受
付
：
月
～

金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

シ
ョ
ン
南
魚
沼
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

シ
ョ
ン
南
魚
沼
」
で
は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
て
い
る
人
や
新
た
な
事

業
に
取
り
組
む
人
が
、
第
一
線
で
事

業
展
開
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関

係
者
の
知
見
や
起
業
に
関
す
る
知
識

を
学
べ
る
ほ
か
、
南
魚
沼
市
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
の
採
択
者
の
進
捗
状

況
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
月
30
日
㈬
、
事
業
創
発
拠
点
で

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ

た
後
、
第
３
回
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
南
魚
沼
を
開
催
し
、

株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

代
表
取
締
役 

村
瀬

さ
ん
か
ら
起
業
か
ら
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ

フ
ィ
ス
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
軌
跡

を
、
フ
ラ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締

役
会
長 

渋
谷
さ
ん
か
ら
は
大
好
き

な
仲
間
と
起
業
し
た
軌
跡
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
採
択
者
の
５
人
は
、
１
年

間
の
成
果
や
今
後

の
展
望
を
発
表

し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も

開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
起

業
に
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

イベントスタイル

スタンディングスタイル
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南魚沼市　予算 検索

令和４年度　市の予算
当初予算総額 609億9,626万円

【問合せ】財政課　☎773・6671

昨年度比
＋9億3,273万円（＋1.6%）

会　計　別　内　訳

一般会計
基本的な行政サービスなど 319億3,000万円　昨年度比

13億 7,000万円（＋ 4.5%）

特別会計
特定の事業のため一般会計
と区分して経理する事業

国 民 健 康 保 険 54億 2,800万円 △1億 1,300万円（△ 2.0%）
後 期 高 齢 者 医 療 6億 1,000万円 1,300万円（＋ 2.2%）
介 護 保 険 68億 8,600万円 400万円（＋ 0.1%）
城 内 診 療 所 9,700万円 100万円（＋ 1.0%）

公営企業会計
基本的に事業の収益により

運営する事業

水 道 事 業 35億 1,262万円 △1億 619万円（△ 2.9%）
病 院 事 業 64億 743万円 1億 9,191万円（＋ 3.1%）
下 水 道 事 業 61億 2,521万円 △4億 2,799万円（△ 6.5%）

注）公営企業会計は支出予定額を記載しています。
　　端数処理の都合で表示値と計算値が整合しない場合があります。（次ページ以降も同様）

　令和 4 年度予算の詳細は、本庁舎（財政課）や図書館（駅前図書館本の杜、大和公
民館、塩沢公民館）でご覧いただけます。気軽におこしください。
　また、ウェブサイトでも公開しています。

https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/shisei/kaikaku/zaisei/yosan/

新
年
度
が
始
ま
り
、
各
種
事

業
も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
４
年
度
予
算
と
重
点

事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

「
若
者
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
、

住
み
続
け
ら
れ
る
、
ふ
る
さ
と

南
魚
沼
」
の
実
現
に
向
け
て
、

人
材
育
成
や
起
業
促
進
な
ど
、

実
効
性
の
あ
る
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
疲
弊
し
た
地
域
に
活
気
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。

当
市
が
抱
え
る
課
題
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守

る
べ
く
、
自
ら
が
先
頭
に
立
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
一
読
い
た
だ
き
、
市
政
に

対
し
て
一
層
の
ご
協
力
と
ご
提

言
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

当初予算額の推移

※令和元年度に、下水道事業が特別会計から企業会計へ移行しました

■ 一般会計 ■ 特別会計 ■ 企業会計

309.0 349.1 344.9 326.7 309.4 299.2 304.2 302.3 305.6 319.3

184.7
190.4 189.4 188.5 184.2 178.5 126.9 131.1 131.2 130.2

87.5
119.8 114.5 105.6 97.2 99.6 169.0 174.4 163.9 160.5
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グラフで見る令和 4 年度一般会計当初予算の内訳
歳入内訳（319億3,000万円） 歳出内訳（319億3,000万円）

その他 26億1,075万円（8.2%）
地方消費税交付金
使用料及び手数料
地方譲与税
分担金及び負担金
繰越金
財産収入
各種交付金

12億9,500万円（4.1%）
3億9,532万円（1.2%）
3億2,600万円（1.0%）
2億2,705万円（0.7%）
1億5,000万円（0.5%）

5,821万円（0.2%）
1億5,917万円（0.5%）

その他 8億9,448万円（2.8%）
商工費
議会費
予備費
労働費
災害復旧費
諸支出金

6億1,263万円（1.9%）
1億8,813万円（0.6%）

6,000万円（0.2%）
3,062万円（0.1%）

300万円（0.0%）
10万円（0.0%）

長期債（市債）残高の推移状況

会　計　名 令和４年度末
残高見込額

一 般 会 計 311億6,211万円

水 道 事 業 会 計 72億7,618万円

下 水 道 事 業 会 計 246億4,100万円

病 院 事 業 会 計 44億5,823万円

合　　計 675億3,752万円

※基金残高と長期債（市債）残高の推移グラフで、平成25年度〜令和２年度は決算額、令和３年度、４年度は見込み額です。
　人口一人当たりの額は、各年度の３月31日時点の人口で計算しています

基金残高の推移状況

会　計　名 令和４年度末
残高見込額

一 般 会 計 105億  　15万円

国民健康保険特別会計 1億　104万円

介護保険特別会計 5億4,935万円

合　　計 111億5,054万円

※令和２年度までは水道会計の減債積立金を集計に加えていましたが、令和３年度から集計に加えていません

40

80

120

160

200

400

600

800

2001,000

00

長期債残高（左軸） 人口一人あたりの額（右軸）

881.2 879.5 911.7 888.8 861.3 828.1 789.6 756.4 717.4 675.4

147.0 148.5 155.7 153.5 150.4 146.0 141.3 137.5 131.7 124.0

（億円） （万円）

（年度）平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成 30 令和1 令和2 令和3 令和4

76.7 70.5 69.5 64.9 68.7 71.9 79.9
93.8 116.4 111.5

12.8 11.9 11.9 11.2 12.0 12.7 14.3
16.8

21.4 20.5

0
4
8
12
16
20
24

0
20
40
60
80
100
120

基金残高（左軸） 人口一人あたりの額（右軸）

（年度）

（億円） （万円）

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成 30 令和1 令和2 令和3 令和4

地方交付税
109億円
（34.1%）

市税
68億2,997万円
（21.4%）

国庫支出金
31億4,322万円（9.8%）

寄附金
20億円（6.3%）

県支出金
19億6,288万円
（6.1%）

繰入金
15億8,676万円
（5.0%）

市債
15億2,030万円
（4.8%）

諸収入
13億7,613万円
（4.3%）

その他
26億1,075万円（8.2%）

民生費
92億1,259万円
（28.8%）

総務費
50億9,720万円
（16.0%）

公債費
41億8,559万円（13.1%）

土木費
36億6,664万円
（11.5%）

衛生費
34億3,869万円
（10.8%）

教育費
26億7,424万円
（8.4%）

消防費
14億3,746万円
（4.5%）

農林水産業費
13億2,312万円（4.1%）

その他
8億9,448万円(2.8%)
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重
点
事
業
の
概
要
と
予
算
額

新
規
・
拡
充
事
業
を
中
心
に

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た

1 

保
健
・
医
療
・
福
祉

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

地
域
ぐ
る
み
で
つ
く
る
健
康
・

福
祉
・
子
育
て
の
ま
ち

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

学
ぶ
喜
び
・
文
化
を
は
ぐ
く
む

喜
び
の
あ
る
ま
ち

2 

教
育
・
文
化

地
域
医
療
推
進
事
業
運
営
補
助
金

拡
充　
５
，２
９
４
万
円

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
寄
附
講
座
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、
特
命
助
教
な
ど
の

増
員
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
若
手
医
師
育
成
環
境
整
備
、
特
定

看
護
師
育
成
な
ど
へ
の
補
助
金
を
新
設

し
、
医
師
不
足
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

看
護
師
修
学
資
金
貸
与
事
業

拡
充　
１
，０
２
０
万
円

　

将
来
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
看
護
師

と
し
て
働
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
市
内
の
養

成
学
校
に
進
学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

予
防
対
策
事
業
費

継
続　
３
億
１
，８
９
６
万
円

　

国
の
制
度
改
正
や
情
勢
に
合
わ
せ
な
が

統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

新
規　
１
，４
７
６
万
円

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
大
和
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
六
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
に
向
け
て
建
設
を
進
め
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の

た
め
の
調
査
・
準
備
を
進
め
ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
等
整
備
事
業
費

継
続・繰
越　
１
億
７
０
０
万
円

　

小
学
校
４
校
の
図
書
室
と
中
学
校
の
特

別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

体
育
施
設
整
備
事
業

新
規　
５
，０
０
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
室
内
で
受
け
入
れ
が
で
き
な

か
っ
た
硬
式
野
球
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
球
技
ス
ポ
ー
ツ
に
も
対
応
し

た
、
全
天
候
型
の
多
目
的
室
内
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
旧
第
二
上
田
小
学
校
体
育
館

を
改
修
し
、
健
康
増
進
・
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
普
及
促
進
事
業
費

継
続　
１
０
０
万
円

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
雪
を
冷

熱
源
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
特

性
を
い
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
築
や

普
及
を
め
ざ
し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
費

継
続　
96
万
円

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
循
環
型
社
会
の

形
成
、
農
山
村
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用
を
め
ざ
し
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
を
推

進
し
、
木
材
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か

か
る
予
防
接
種
を
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
子
宮
け
い
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て
、

未
接
種
者
に
対
し
て
適
切
に
勧
奨
を
進
め

ま
す
。

3 

環
境
共
生

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ
し
て

共
に
生
き
、
１
０
０
年
後
に
引

き
継
い
で
い
く
ま
ち

ワクチン集団接種会場の様子

旧第二上田小学校体育館
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道
路
橋
り
ょ
う
維
持
補
修
事
業

拡
充　
３
億
４
，１
３
１
万
円

　

令
和
３
年
度
に
比
べ
、予
算
を
１
億
２
，

０
１
４
万
円
増
額
し
、
緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
を
中
心
に
道
路
や
橋
り
ょ
う

の
維
持
補
修
を
行
い
ま
す
。
緊
急
自
然
災

害
防
止
事
業
は
、
国
の
方
針
に
対
応
し
な

が
ら
令
和
７
年
度
ま
で
計
画
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

克
雪
住
宅
推
進
事
業
費

拡
充　
５
５
８
万
円

　

従
来
の
補
助
金
に
加
え
、
屋
根
雪
除
雪

時
の
転
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
命
綱
固
定

ア
ン
カ
ー
の
設
置
工
事
な
ど
に
対
し
て
補

助
を
し
ま
す
。

4 
都
市
基
盤

個
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費

拡
充　
６
，０
０
０
万
円

　

従
来
の
補
助
金
に
加
え
、令
和
４
年
度
か

ら
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
昇
降
機

の
新
設
に
対
し
、10
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
古
住
宅
を
取
得
済
み
（
１

年
以
内
）
ま
た
は
売
買
契
約
済
み
で
居
住

ま
た
は
居
住
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る

場
合
、
５
０
０
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
対
し
て
最
大
１
０
０
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
里
山
再
生
整
備
緊
急
５
か
年
事
業

新
規　
１
，０
０
０
万
円

　

集
落
周
辺
の
荒
廃
し
た
里
山
林
の
整
備

を
行
う
こ
と
で
、
担
い
手
不
足
や
有
害
鳥

獣
、
病
害
虫
な
ど
に
よ
り
低
下
し
た
本
来

里
山
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
（
水
源
か
ん

養
、
土
砂
流
出
、
崩
落
防
止
な
ど
）
を
向

上
さ
せ
、
水
と
緑
の
豊
か
な
里
山
林
の
再

生
を
め
ざ
し
ま
す
。

山
岳
遭
難
対
策
事
業

継
続　
１
，５
１
０
万
円

　

登
山
客
の
安
全
確
保
と
観
光
資
源
の
魅

5 
産
業
振
興

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、
自
然

や
人
に
や
さ
し
く
力
強
い
産
業

の
ま
ち

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
ま
ち

力
向
上
の
た
め
登
山
道
整
備
の
強
化
の
一

環
と
し
て
、
５
か
年
計
画
に
よ
り
、
八
海

山
登
山
道（
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
尾
根
コ
ー
ス
）

の
木
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

継
続　
９
，２
７
８
万
円

　

人
材
育
成
及
び
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
・

田
園
都
市
構
想
松
井
基
金
を
活
用
し
、
市

内
の
起
業
者
や
事
業
者
の
育
成
を
進
め
る

と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
に
Ｊ
Ｒ
六
日
町

駅
に
整
備
し
た
事
業
創
発
拠
点
を
中
心
に

事
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
企
業

の
競
争
力
強
化
と
産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

建
設
業
人
材
確
保
支
援
事
業
費

新
規　
１
０
０
万
円

　

入
札
参
加
申
込
み
な
ど
に
必
要
な
資
格

を
所
有
す
る
技
術
者
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
資
格
取
得
に
係
る
必
要
な
費
用
を
支

援
し
、
将
来
に
わ
た
る
公
共
工
事
関
連
事

業
者
の
安
定
的
な
人
材
の
確
保
と
、
公
共

事
業
全
体
の
品
質
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

世
界
に
ひ
ら
く
市
民
が
誇
り
を

も
て
る
ま
ち

6 

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

消
防
庁
舎
整
備
事
業

新
規　
４
，８
６
９
万
円

　

感
染
症
流
行
時
の
消
防
体
制
維
持
の
た

め
、
大
和
分
署
・
湯
沢
署
の
仮
眠
室
個
室

化
、
ト
イ
レ
洋
式
化
、
洗
面
所
の
非
接
触

型
自
動
水
洗
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
費

新
規　
１
，４
６
６
万
円

　

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
新
潟
県
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
に
登
録
し
て
い
る
企
業
を
対
象
に
、

女
性
活
躍
の
推
進
を
目
的
と
し
た
職
場
環

境
改
善
の
取
り
組
み
と
、
男
性
の
育
児
休

暇
取
得
に
対
し
て
経
費
補
助
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

アンカーの設置例

消防署の仮眠室の現状

損傷した八海山登山道の木道
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例年、市内で山菜採りをする人の遭難事故が発生しています。重大
事故につながることもありますので、山菜採りで入山する人とその家
族は、次の事項を確認して「事故に遭わない」、「事故を起こさない」
ようご注意ください。

◦携帯電話と笛など、音が出るものを持参する
◦行き先、帰宅予定時間を家族などに伝えておく
◦目立つ色（白色など）で、寒さに備えた服装を

心がける
◦ヘルメットなどの安全用具を身に着ける
◦なるべく複数人で入山し、単独行動はしない
◦予備の携帯食、飲料水、雨具などを持参する
◦無理はせず、早めに帰宅する

帰宅予定時間になっても帰らない場合は、本人
と連絡を取り、遭難のおそれがある場合は、早め
に警察などへ連絡しましょう。

捜索開始のタイミングが生死を分けることもあ
ります。早めの確認と連絡をお願いします。

沢などへの転落を防ぐためにも、むやみに歩き
まわらず、雨風をしのげる場所で救助を待ちま
しょう。

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773・6660

「山菜採り」での遭難にご注意ください

入山するときは

迷ったときは

遭難事故発生時の連絡先
南魚沼警察署　　　☎770・0110
南魚沼市総務課　　☎773・6660
南魚沼市消防本部　☎782・9119

防災コーナー 【問合せ】
総務課 防災庶務班　☎773・6660災 に え害 備 て

防災マップを活用していますか？

防災マップ「ウェブ版」で公開中の河川　
　魚野川、三国川、城ノ入川、水無川、三用川、古川、寺沢川、吹木沢川

※ウェブ版防災マップは、市ウェブサイト「便利なサービス」からご覧いた
だくか、右のＱＲコードを読み込んでご覧ください

防災マップには、洪水によってどの程度まで浸水するのか、土
砂災害によってどの範囲まで被害が出るのかを想定し、分かりや
すく色分けした地図を記載しています。

自宅の位置を確認し、自宅と自宅周辺の危険性や、近くの指定
緊急避難場所・指定避難所と安全な避難経路を確認して、災害に
備えましょう。洪水や土砂災害の被害が出ない想定の場所に住ん
でいる人は、無理に避難をせず、自宅の２階などの安全な場所へ移動することも手段の一つです。

防災マップは、「冊子版」（令和元年度に全戸配布）と「ウェブ版」（市ウェブサイトで公開中）
があります。ウェブ版では、冊子版作成後に公開された河川の浸水想定区域を反映しています。
ぜひ、ご確認ください。

家族などは
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災害などの緊急情報をいち早く市民に伝える手段の一つとして、緊急告知ＦＭ（防災）ラジオを販売し
ています。補助制度などを活用して、万一の災害時などに備えましょう。
販売価格（税込み）
①購入費補助制度の対象世帯　2,000円
②市内に住所を有する①以外の世帯　8,350円
③その他　9,350円

ラジオを購入する前に負担軽減世帯の認定を受
け、購入時の負担を軽減することができます。
対象世帯（次のいずれかの人がいる世帯）
・65歳以上の人　
・要介護度１以上の認定を受けている人
・身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療

育手帳、特定医療費（指定難病）受給者証、小
児慢性特定疾病医療受給者証のいずれかの交付
を受けている人

申請手続き
①申請書を記載し、必要書類を添付して総務課防

災庶務班に提出（郵送可。持参する場合は、大
和・塩沢市民センターでも受け付け可）

②市が負担軽減世帯認定の可否を決定し、申請者
に通知

※購入費補助制度を利用した購入は１世帯につき
１台まで。申請書は、10ページのものを使用す
るか、市ウェブサイト（「防災ラジオ」で検索）
からダウンロードしてください（総務課、大和・
塩沢市民センターでも配布）

販売場所
　ＦＭゆきぐに本社窓口〔六日町106-1〕
販売時間
　月～金曜日　８：30～19：00
※土・日曜日に購入を希望する場合は、事前にＦ

Ｍゆきぐにまでご相談ください
購入方法
①ＦＭゆきぐに本社で申込書に必要事項を記入
②住所確認書類（運転免許証・健康保険証など）

を提示
③購入費を支払う
※購入費補助制度を利用する場合は「負担軽減世

帯認定通知書」（購入前の事前申請が必要）の
提示が必要です

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773・6660　　【販売】ＦＭゆきぐに本社窓口　☎778・1500

緊急告知ＦＭ（防災）ラジオを販売しています
～補助制度があります～

購入費補助制度 販売・購入

　電源が入っていなくても緊急信号を受信すると自
動で電源が入り、ＦＭゆきぐにからの緊急情報を即
時に放送します。また、平時はＦＭゆきぐに専用ラ
ジオとして、通常の放送を聞くことができます。

⃝避難情報………避難指示など
⃝地震情報………市内での震度４以上の地震時
⃝気象特別警報…大雨・暴風・暴風雪・大雪
⃝国民保護情報…弾道ミサイル・大規模テロなど

緊急告知ＦＭ（防災）ラジオとは

緊急情報の内容
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様式第１号（第６条関係）

（あて先）
南魚沼市長

年　　　月　　　日

申請者　氏　　名
　　　　（世帯主名）
　　　　住　　所　南魚沼市
　　　　電話番号

南魚沼市緊急告知ＦＭラジオ負担軽減世帯認定申請書

負担軽減世帯の認定を受けたいので、次のとおり申請します。
なお、申請内容の審査に当たり、私又は私の世帯の住民登録、世帯状況等について市が調査するこ

とに同意します。

※添付書類
該当要件が（1）の場合　不要
該当要件が（2）の場合　身体障害者手帳の写し
該当要件が（3）の場合　精神障害者保健福祉手帳の写し
該当要件が（4）の場合　療育手帳の写し
該当要件が（5）の場合　介護保険被保険者証の写し
該当要件が（6）の場合　特定医療費（指定難病）受給者証の写し
該当要件が（7）の場合　小児慢性特定疾病医療受給者証の写し

●提出先　南魚沼市役所　本庁舎　総務課防災庶務班（☎７７３－６６６０）
　　　　　　　　　　　　大和市民センター　大和市民班
　　　　　　　　　　　　塩沢市民センター　塩沢市民班
　　　　　（郵送の場合）　〒９４９－６６９６
　　　　　　　　　　　　南魚沼市六日町１８０番地１
　　　　　　　　　　　　南魚沼市役所　総務課防災庶務班　宛

軽減対象世帯員
氏　　名

生年月日 　　　　　年　　　　　月　　　　　日

該　当　要　件

該当する□に を入れてください。
□　（1） 65歳以上である。
□　（2） 身体障害者手帳の交付を受けている。
□　（3） 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている。
□　（4） 療育手帳の交付を受けている。
□　（5） 要介護度１以上の要介護認定を受けている。
□　（6） 特定医療費（指定難病）受給者証の交付を受けている。
□　（7） 小児慢性特定疾病医療受給者証の交付を受けている。

キ
リ
ト
リ
線
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「容器包装プラスチック類」と「紙類」をさらに分析すると

【問合せ】廃棄物対策課　☎782・0339

さらなる「ごみの減量・資源化」に向けての取り組み
～令和３年度 家庭系ごみ内容物調査結果～

　廃棄物の処理やごみの減量化を行う上で、排出されるごみの中身を知ることは大変重要です。
令和３年度は、家庭から排出されるごみ（以下、家庭系ごみ）の内容物調査を４回実施しました。家庭

系ごみの種類を調査することで、ごみの組成や分別状況などの実態を把握し、今後のごみ処理の方策を検
討するための資料として役立てます。

令和４年度 家庭系ごみ内容物調査実施時期（予定）

　「生ごみ類」の水切りや、「容器包装プラスチック類」「紙類」の分別を徹底することで、ごみの
減量はまだ可能であると考えられます。ごみの減量・資源化に向けて、みなさんの一層のご協力を
お願いします。

「ごみの減量・資源化」に向けて

※戸建て住宅地区や集合住宅地区などの特定地区で、調査を実施する予定です

実施地区 実施時期 実施地区 実施時期
六日町Ａ地区、中之島・石打地区 ５月中旬 大巻地区、五十沢地区 11月中旬

六日町Ｂ地区、塩沢・上田地区 ８月下旬 六日町Ｂ地区、城内地区 ２月中旬

　「容器包装プラスチック類」は体積があるため、
ごみ袋の大半を占めていましたが、このうち約４割
が再資源化の可能性があることが分かりました。
※現在市では紙オムツのリサイクル方法が確立して

いないため、分別可能ごみからは除いています

　封筒や包装紙などの比較的細かい紙類が多く、新
聞紙や雑誌、段ボール類などの混入はあまり見られ
ませんでした。一方で、きちんと洗って束ねた飲料
用紙パックなどが「燃えるごみ」として出されてい
るなど、再資源化可能な紙類が多く見られました。

「容器包装
プラスチック類」

「紙類」

　４回の調査では「生ごみ類」「容器包装プラス
チック類」「紙類」が全体の95％以上を占め、そ
のうち「生ごみ類」「容器包装プラスチック類」
の割合が75％以上でした。
　「生ごみ類」は全体重量の約43％を占めました
が、生ごみは約８割が水分で、体積は小さいこと
から、ごみの見かけでは「容器包装プラスチック
類」「紙類」が多く見られました。

令和３年度家庭系ごみの内容物分類

生ごみ類
43.8％

容器包装プラス
チック類
32.1%

紙類
19.7％

木材 2.2%
その他 2.0% 不燃物

0.2%

焼却ごみ
58.2％

分別可能ごみ
41.8％

焼却ごみ
69.7％

分別可能ごみ
30.3％
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【問合せ】税務課 収税班　☎773・6669

市税納期

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
市・県民税 １期 ２期 ３期 ４期
固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期
軽自動車税 全期

国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期
納期限日

（口座振替日） ５/31 ６/30 ８/１ ８/31 ９/30 10/31 11/30 １/４ １/31 ２/28 ３/31

各税目納期一覧表（納税通知書が届いたら必ず開封し、納期限までに納めてください）

口座振替日の前営業日（営業時間内）までに引落しに必要な額を
口座に入金してください。残高不足などで口座振替できなかった場
合は、届いた｢口座振替不能通知書｣を使用し、現金で金融機関、コ
ンビニエンスストア、市役所各庁舎で納めてください。

手続き
市内の金融機関 　通帳、届出印、納税通知書を持参し、｢口座振替

依頼書｣を記入して金融機関の窓口に提出
※｢口座振替依頼書｣は各金融機関にあります
郵送専用用紙 　市ウェブサイトから「口座振替依頼書」をダウン

ロードし、税務課に提出
※詳しくは、市ウェブサイト（「口座振替での納付」で検索）をご

覧ください
開始日　｢口座振替依頼書｣を提出すると、提出日の翌月の納期分か

ら口座振替が開始されます。ただし、５月に提出した人は、７月
からの開始となります。ご注意ください。

口座振替の終了や振替方法変更　「口座振替を終了」　「期別振替か
ら全納」　「全納から期別振替」　など、振替方法を変更する場合
は、税務課か大和・塩沢市民センターで振替日の８営業日前まで
に手続きしてください。

安全・確実な　口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です  コンビニエンスストアで 
 納税できます 
　納税できるコンビニエンス
ストアは、納税通知書の裏面
に記載してあります。
※取扱期限にご注意ください

 スマートフォン決済アプリで   
 納税 
　納付書に印字されたバー
コードを読み取ることで、24
時間どこでも納税できます。
※取扱期間にご注意ください

 ＴＡＸサポート券での納税 
　南魚沼市スタンプ・ポイン
ト連合会のＴＡＸサポート券
は、市役所窓口での納税に使
用できます。

納
税
義
務
者
は
４
月
１
日
の
所
有
者

納
税
通
知
書
に
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
内
容
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
次
の

場
合
は
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
（
譲
渡
）
の
手
続

き
を
し
た
場
合

１
年
分
課
税
（
月
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）

変
更
・
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合

１
年
分
課
税
。
来
年
の
３
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、
来
年
度
以
降
も
課

税
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

納
税
証
明
書

車
検
に
必
要
で
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
税
務
課 

市
民
税
係

☎
７
７
３・６
６
６
８

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
16
日
㈪
に
発
送
し
ま
す

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫

　

口
座
振
替
の
納
税
証
明
書
は
、
６
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。
口
座
振
替
納
税
の
場

合
の
有
効
期
限
は
、
令
和
５
年
６
月
15
日

㈭
で
す
。

　

納
税
証
明
書
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
税

務
課 

収
税
班 

☎
７
７
３
・６
６
６
９
ま
で
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【問合せ】税務課 市民税係　☎773・6668

令和４年度　軽自動車税（種別割）の税率

グリーン化特例制度（軽自動車税の軽減）
　令和３年度に新規登録した軽自動車で、排出ガス性能と燃費性能が優れた車には、令和４年度軽自動車
税（種別割）に限り、環境性能に応じたグリーン化特例（軽課）を適用します。
対象車　令和３年４月～令和４年３月に新規登録した軽自動車
軽課（軽減）基準
①電気軽自動車・天然ガス軽自動車：75％軽減
※天然ガス軽自動車は、平成30年排出ガス規制に適合するものか、平成21年排出ガス規制に適合し、かつ

平成21年排出ガス基準値より10％以上窒素酸化の排出量が少ないものに限ります
② 乗用  令和２年度燃費基準+30％達成車・ 貨物  平成27年度燃費基準+35％達成車：50％軽減
③ 乗用  令和２年度燃費基準+10％達成車・ 貨物  平成27年度燃費基準+15％達成車：25％軽減
※②と③は、平成17年排出ガス基準75％低減達成車または平成30年排出ガス基準50％低減達成車に限りま

す。燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載があります

車種区分
グリーン化特例（軽課税率）

75％軽減 50％軽減 25％軽減

三輪 1,000円 2,000円
（乗用営業用のみ）

3,000円
（乗用営業用のみ）

四輪以上

乗用
自家用 2,700円 適用なし 適用なし

営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物
自家用 1,300円 適用なし 適用なし

営業用 1,000円 適用なし 適用なし

車種区分 税率 車種区分 税率

原付

50cc以下 2,000円 軽二輪（125cc超250cc以下） 3,600円

50cc超90cc以下 2,000円 小型二輪（250cc超） 6,000円

90cc超125cc以下 2,400円
小型特殊自動車

農耕作業用のもの 2,400円

ミニカー 3,700円 その他のもの 5,900円

雪上車 3,600円

原付・軽二輪・小型二輪・小型特殊・農耕車の税率

車種区分 平成20年３月までに初度
検査を受けた車両

平成27年３月31日まで
に初度検査を受けた車両

平成27年４月１日以降に
初度検査を受けた車両

三輪 4,600円 3,100円 3,900円

四輪以上

乗用
自家用 12,900円 7,200円 10,800円

営業用 8,200円 5,500円 6,900円

貨物
自家用 6,000円 4,000円 5,000円

営業用 4,500円 3,000円 3,800円

三輪・四輪以上の軽自動車
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【問合せ】新型コロナワクチン接種対策室　☎775・7114
新型コロナウイルス感染症のワクチン接種情報 

市では次の医療機関で新型コロナワクチンの追加（３回目）接種を受けることができます。 
接種を受けるには、次のＱＲコードまたは市ウェブサイトの予約サイトから予約するか、南魚沼市新型

コロナワクチンコールセンターに電話して予約してください。 

※実施曜日、受付時間は変更となる場合あり。最新の情報は、予約サイトかワクチンコールセンターでご
確認ください

医療機関名 対象年齢 実施曜日、受付時間
（※祝日を除く）

予約先
12歳〜17歳 18歳以上 オンライン予約サイト 電話

大
和
地
域

うらさ耳鼻科クリニック
〔浦佐1534-3〕 － ○ 月・火・木・金　18：00～18：45

南魚沼市
新型コロナ
ワクチン
コール
センター

☎775・7303
毎日

９：00～
17：00　

萌気園浦佐診療所
〔浦佐5363-1〕 ○ ○ 月～金　15：45～16：20

ゆきぐに大和病院
〔浦佐4115〕 － ○ 土　13：30～15：00

六
日
町
地
域

河内医院
〔六日町119〕 － ○ 火・金　９：00～11：00

齋藤記念病院
〔欠之上478-2〕 － ○ 月・木・金　15：00～16：00

城内診療所
〔泉甲154-1〕 － ○ 金　13：15～15：00

南魚沼市民病院
〔六日町2643-1〕 － ○ 金　14：30～16：00

萌気園二日町診療所
〔二日町212-1〕

5月下旬
（予定）

から
○ 月・火・木・金　10：00～10：30

月～木 　16：00～16：30

米倉医院
〔六日町101-8〕 ○ ○ 月・金　15：30～16：00

塩
沢
地
域

荒川診療所
〔長崎34-6〕 － ○ 火　14：30～15：00

金　14：30～15：30

あんべクリニック
〔塩沢1055-16〕 ○ ○ 月　14：30～15：00

※開始時間を変更する場合あり

今泉記念館
ゆきあかり診療所

〔下一日市855〕
○ ○

月・火・水・土　８：30～９：00
木・金　８：30～９：00、
　　 　15：30～16：00

風間内科医院
〔塩沢207-2〕 ○ ○

月・火・水・金　15：00～16：00
木　15：30～16：00
土　10：00～10：30

中之島診療所
〔仙石1-25〕 ○ ○

月（５月30日まで実施）
　　15：00～15：30
火　14：30～15：15
金　15：30～16：00
※水・土の午後に実施する場合あり

新型コロナワクチン追加（３回目）接種委託医療機関一覧（令和４年５月１日現在　地域別50音順）
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【問合せ】・【申込み】南魚沼市斎場（小動物火葬専用） ☎782・0527
環境交通課　☎773・6666

小動物（ペット）の火葬の手続き

利用の流れ
①予約

ペットを火葬するには、予約が必要です。斎
場に電話でお申し込みください

②申込みに必要なもの
運転免許証や保険証など飼い主の住所が確認

できるもの、使用料
③持ち込み

持ち込みの際に、斎場の専用窓口で申請を行
ってください。申請内容や火葬する動物の確認
などを行い、規定内であれば火葬炉の使用許可
証を交付します

・許可証の発行時に使用料を納付してください
・遺体は綿100％のタオルなどに包み、段ボール

箱に納めてください（ナイロンなどの化学繊維
は、遺骨に付着し黒くなる場合があります）

・予約日に、遺体を直接斎場の専用窓口にお持ち
ください

・遺骨を納める容器は申請時にお持ちください
（斎場で購入可）

・遺骨の引き取りは指定された日時におこしくだ
さい

注意事項
・１日２件（午前、午後各１件）の火葬が可能
・一般の火葬と並行して小動物の火葬は行いませ

ん。状況により予約を受けられない日がありま
す

・予約日に火葬ができない場合は、一旦お預かり
し翌日以降の火葬になります

・首輪などの燃えないものは外し、プラスチック
類やペットフードなどは箱の中に入れないでく
ださい

・亡くなってから時間が経過すると、硬直し足な
どが曲がらなくなり、火葬炉に収まらない場合
があります。中型犬以上の遺体は、硬直が始ま
る前に足などを胸のほうに軽く折り曲げてくだ
さい

・重さが50㎏を超える動物、炉に入りきらない大
きさの動物は火葬できません

・法令などにより、処理の方法が規定されている
家畜などは小動物炉では火葬できません

・飼い主による収骨はできません。職員が収骨し、
用意された容器に収めます

・１月１日・２日、友引の日は火葬を行いません

犬の死亡届
　市で登録している犬が死亡した
場合は、必ず「犬の死亡届」を環
境交通課に提出してください。届
け出の際には、鑑札と注射済票を
忘れずに返還してください。

重さ
（１匹あたり）

管内
（南魚沼市と湯沢町）

管外
（100%加算）

25㎏未満
（小型犬・猫など） 10,000円 20,000円

25㎏～ 50㎏未満
（中・大型犬など） 15,000円 30,000円

小動物炉使用料
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できる限り住み慣れたわが家で暮らしたい人と、支えている在宅介護者の身体的・経済的負担を軽減す
るため、介護用アシストスーツなどの購入費を予算の範囲内で補助します。

【問合せ・申込み】介護保険課 介護保険係　☎773・6675
在宅介護者応援事業補助金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に
掲
載
し
て
い

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
中
止
や
延

期
・
内
容
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
最
新
情
報
は
、
各
問
合
せ
先
へ

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

催
し
・
講
座
・
募
集

内
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
始

め
、
す
こ
し
で
も
楽
な
気
持
ち
で
人
と

話
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
５
月
19
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

対
離
職
中
や
求
職
中
の
人
（
性
別
不
問
）

会
一
般
社
団
法
人 

北
陸
建
設
ア
カ
デ

ミ
ー
〔
胎
内
市
黒
川
91
〕

期
６
月
27
日
㈪
～
８
月
２
日
㈫

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

募
集
期
間　
５
月
27
日
㈮
ま
で

定
10
人
（
選
考
）　

費
無
料
（
交
通
費
・
食
費
は
個
人
負
担
）

申
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
建
設
業
ウ
ェ
ル
カ

ム
」
か
ら
申
し
込
む
か
、
一
般
財
団
法

人 

建
設
業
振
興
基
金
に
申
込
書
を
郵

送
、
ま
た
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

郵
送
先　
〒
９
５
９−

２
８
０
７　

胎
内
市
黒
川
91

一
般
財
団
法
人 

建
設
業
振
興
基
金
宛
て

Ｆ
０
２
５
４
・
２
０
・
８
１
０
９

※
申
込
書
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・１
９
５
１

問
一
般
社
団
法
人
北
陸
建
設
ア
カ
デ
ミ
ー

☎
０
２
５
４・
２
０・８
１
０
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

厚
生
労
働
省

建
設
労
働
者
育
成
支
援
事
業

第
１
回
建
設
土
木
多
目
的
コ
ー
ス
募
集

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39
歳
の

若
者

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
５
月
13
日
㈮

受付期間　５月２日㈪～令和５年３月31日㈮
対象者　
・南魚沼市の介護保険の被保険者で、在宅で介護

を受けている
・自力での起き上がり・立ち上がりができない、

移乗・移動に介助が必要である（日常生活がほ
ぼ寝たきりの状態など）

・世帯員に市町村税と介護保険料の滞納がない
・過去にこの補助を受けた世帯員がいない
補助対象用具
・介護用アシストスーツか介護用パワースーツ
・介助用骨盤サポートベルト
・入浴用介助ベルト
※介護保険の指定を受けた市内の特定福祉用具販

売店で購入するものに限る

補助金額
　補助対象用具の購入費（消費税込み）の90％
※10万円上限、申請は１世帯１回限り
必要書類
・南魚沼市在宅介護者応援事業補助金交付申請書
・補助対象用具の仕様書か、カタログなど
・補助対象用具の金額がわかる書類
注意事項
・申請内容に偽りその他不正な行為があったと認

めた場合は、補助金を返還していただきます。
・要介護にかかる調査結果などで審査します。（審

査により対象外になる場合あり）

問問合せ　　申申込み　　日日時
期期間　　　時時間　　　会会場
対対象　　　資資格　　　定定員
費費用　　　〆締切　　　内内容
講講師　　　相相談員　　持持ち物
他その他
Ｆファックス　 メール

お知らせ
 Information
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資
満
20
歳
以
上
で
大
河
津
分
水
路
、
信
濃

川
、
魚
野
川
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る
人

内
河
川
愛
護
活
動
な
ど
の
定
期
報
告

※
報
告
内
容
を
公
開
す
る
場
合
あ
り

任
期　
７
月
１
日
～
令
和
５
年
６
月
30
日

定
若
干
名

手
当　
月
額
４
，５
８
０
円

〆
５
月
31
日
㈫
（
応
募
用
紙
必
着
）

申
応
募
方
法
・
用
紙
な
ど

詳
し
く
は
、
信
濃
川
河

川
事
務
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

対
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
分
野
の
知
識
・
技
能

を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
５
月
31
日
㈫
～
10
月
28
日
㈮

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

内
高
等
学
校
不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
就
学
や
就
労
に
悩
む
若
者

を
、
家
族
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
え
る

か
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
５
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

会
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39
歳
の

若
者
の
家
族

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
・
申
信
濃
川
河
川
事
務
所 

占
用
調
整
課

☎
０
２
５
８・３
２・３
２
６
８

問
・
申
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５・７
９
４・
２
４
１
０

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・１
９
５
１

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

６
月
入
校
生
募
集

わ
が
子
の
自
立
を
願
う

家
族
の
集
い

タ
ー
〔
十
日
町
市
伊
達
甲
９
６
０−

１
〕

定
15
人

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
５
月
11
日
㈬

介
護
員
養
成
科
１
期

対
介
護
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

福
祉
や
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望
す

る
人

期
６
月
９
日
㈭
～
８
月
８
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
〔
西
泉

田
48−

１
〕

定
12
人

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
５
月
19
日
㈭

事
務
応
用
科
１
期

対
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
や
簿
記
を
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
６
月
23
日
㈭
～
10
月
21
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会
十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ
〔
十
日
町

市
川
端
丑
７
８
４−

１
〕

定
15
人

費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担

あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
６
月
２
日
㈭

ラ
ズ
ベ
リ
ー
パ
イ
で
制
御
す
る
案
内
ロ
ボ
ッ

ト
製
作（
Ｉア

イ
オ
ー
テ
ィ
ー

ｏ
Ｔ
活
用
編・
Ｐパ

イ

ソ

ン

ｙ
ｔ
ｈｏ
ｎ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）

対
５
月
の
Ｉ
ｏ
Ｔ−

１
コ
ー
ス
を
受
講
し
、

実
際
に
使
え
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
製
品
を
作
成
し

た
い
人

期
６
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講
土
田
哲
也
氏
（
Ｉ
Ｔ
マ
ス
タ
ー
）

定
10
人

費
４
，７
０
０
円
、
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
代

５
，０
０
０
円

〆
５
月
26
日
㈭

初
め
て
の
Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
講
座

対
マ
ウ
ス
操
作
・
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
が
で

き
る
人

期
６
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
魚
沼

教
室
〔
魚
沼
市
佐
梨
６
３
１−

２
〕

定
12
人

費
４
，７
０
０
円

〆
６
月
２
日
㈭

リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
基
礎
コ
ー
ス

対
リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス
の
基
礎
回
路
・
応

用
回
路
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

期
６
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講
涌
井
幸
雄
氏
（
厚
生
労
働
省
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
）

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
６
月
６
日
㈪

メ
タ
バ
ー
ス
時
代
に
向
け
た
Ｖ
Ｒ
体
験
講

座
（
メ
タ
バ
ー
ス
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
仮
想
空
間
の
こ
と
）

対
メ
タ
バ
ー
ス
に
興
味
が
あ
る
人

期
６
月
22
日
㈬
・
29
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

講
土
田
哲
也
氏
（
Ｉ
Ｔ
マ
ス
タ
ー
）

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
６
月
13
日
㈪
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次
回
の
入
居
者
募
集
は
市
報
６

月
１
日
号
に
掲
載
し
、
６
月
15
日

㈬
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。（
入
居
に
関
す
る
相
談
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

メ
ニ
ュ
ー 

・
手
作
り
シ
ュ
ー
マ
イ

・
季
節
の
野
菜
の
ナ
ム
ル

・
ト
マ
ト
の
ス
ー
プ 

日
５
月
29
日
㈰ 

午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午 

午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分 

対
市
内
在
住
・
在
勤
者 

講
川
島
亜
紀
子
さ
ん 

会
塩
沢
公
民
館 
調
理
実
習
室 

費
１
，４
０
０
円
（
当
日
集
金
） 

持
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
（
４
人
分
程
度
）、
筆

記
用
具 

※
持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す 

救
命
入
門
コ
ー
ス 

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
て
学
び
ま
す
。
小
学
校
５

年
生
か
ら
受
講
で
き
ま
す
。 

日
６
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分 

定
20
人 

〆
６
月
５
日
㈰ 

普
通
救
命
講
習
Ⅲ 

内
乳
幼
児
と
小
児
へ
の
応
急
手

当
、心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り

扱
い
を
中
心
に
、
実
践
的
な
技

術
を
学
び
ま
す
。
受
講
者
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。
初
め

て
の
人
も
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

日
６
月
25
日
㈯　

 
午
前
９
時
～
正
午 

定
30
人 

５
月
12
日
㈭ 

時
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
日
本
電
産
コ
パ
ル
株
式
会
社 

新
潟
事
業
所 

時
午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
、

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

会
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院 

５
月
30
日
㈪ 

時
午
後
１
時
30
分
～
４
時 

会
魚
沼
基
幹
病
院 

※
す
べ
て
全
血
４
０
０
㎖
献
血
。

日
程
や
会
場
は
、
変
更
す
る
場

合
あ
り
。
６
月
は
お
休
み
で
す

他
献
血
カ
ー
ド
の
あ
る
人
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
事
前
予
約
可

日
程
（
予
定
） 

６
月
６
日
㈪　

 

　

市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議

ほ
か 

７
日
㈫
～
９
日
㈭ 

　

各
常
任
委
員
会 

13
日
㈪
～
15
日
㈬ 

　

一
般
質
問 

17
日
㈮ 

　

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議 

会
本
庁
舎
３
階　

議
場 

傍
聴
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。 

日
10
月
29
日
㈯ 

会
県
内
２
会
場
で
予
定
（
申
請
者

に
後
日
案
内
） 

受
験
申
請
書 

申
請
に
は
、
各
種
証
明
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を
確

認
の
上
、早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所  

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部
（
南
魚
沼
保
健
所
） 

問
福
祉
課 

公
営
住
宅
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

問
・
申
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２・０
１
０
０

問
・
申
南
魚
沼
市
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

☎
７
８
２・５
３
３
１

問
保
健
課
（
献
血
担
当
）

☎
７
７
３・６
８
１
１

問
議
会
事
務
局

☎
７
７
３・６
６
５
０

公
営
住
宅
の
公
募
（
予
定
） 

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

救
命
入
門
コ
ー
ス
・

普
通
救
命
講
習
Ⅲ 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
５
月
の
献
血
日
程
～ 

市
議
会

６
月
定
例
会
（
予
定
）

問
公
益
社
団
法
人 

調
理
技

術
技
能
セ
ン
タ
ー 

調
理

師
試
験
担
当

☎
０
３・３
６
６
７・１
８
１
５

令
和
４
年
度

新
潟
県
調
理
師
試
験 

他
日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
の
通

告
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
一
般
質
問

当
日
に
、
通
告
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿

直
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。 

※
正
式
な
日
程
は
、
５
月
27
日
㈮

に
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限 

５
月
24
日
㈫　

午
後
５
時
15
分

※
期
限
以
降
に
提
出
さ
れ
た
場
合

は
、
９
月
定
例
会
で
の
審
議
と

な
り
ま
す

　

☎
７
７
２
・
８
１
３
７ 

※
県
内
各
保
健
所
や
県
庁
で
も
配

布
し
て
い
ま
す 

配
布
・
提
出
期
間 

５
月
９
日
㈪
～
６
月
３
日
㈮ 

提
出
先　
〒
１
０
３−
０
０
１
２ 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町

２−

８−

５
Ｊ
ａ
ｃ
ｃ
ビ
ル
５
階

公
益
社
団
法
人 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー 

調
理
師
試
験
担
当 

定
各
部
15
人
（
先
着
順
） 

申
込
期
間　

 

５
月
６
日
㈮
～
17
日
㈫ 

〆
６
月
18
日
㈯ 

共
通
事
項 

会
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕 

費
無
料 

※
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
実
技

の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し
く
だ

さ
い 
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内
市
の
職
員
が
集
会
な
ど
に
直
接

出
向
き
、
講
座
一
覧
に
掲
げ
た

施
策
や
事
業
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

対
お
お
む
ね
10
人
程
度
の
市
民
が

参
加
す
る
、
市
内
で
開
催
さ
れ

る
集
会
な
ど 

会
場
の
手
配 

集
会
な
ど
の
開
催
・
運
営
、
会

場
の
手
配
な
ど
は
申
込
み
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
27
番
の
火

災
予
防
教
室
は
除
く
） 

実
施
す
る
日
時 

希
望
を
確
認
し
、
日
程
調
整
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時

の
間
で
、
１
講
座
の
所
要
時
間
は

約
１
時
間
で
す
。（
24
番
バ
ス
の

乗
り
方
教
室
は
午
前
９
時
～
夕
暮

れ
前
ま
で
の
間
に
開
催
。
26
番
の

普
通
救
命
講
習
会
は
約
３
時
間
） 

講
座
メ
ニ
ュ
ー 

希
望
の
講
座
を
下
記
の
講
座
一

覧
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

令和４年度 市民ふれあい講座一覧
番号 メニュー名 内　容 担当係・班名
1 防災座談会 防災マップなどを活用して、防災をテーマに講習会を行う 総務課 防災庶務班
2 マイナンバーカード出張受付 マイナンバーカードを利用してできるサービスの説明と申請受付を出張して行う 市民課 

市民班3 人権について考えよう！ さまざまな人権問題を通して、人権について学びます
4 農業所得の申告方法 農業の収支内訳書の作成と減価償却費の計算 税務課 

市民税係5 住民税・所得税のしくみ 市・県民税と所得税の計算方法と申告方法
6 環境衛生センター施設見学 可燃・不燃ごみ処理施設の見学、ごみやリサイクルについての説明 廃棄物対策課・

新ごみ処理施設
整備室7 考えようごみ問題 ごみの分別と再資源化、ごみ処理の現状と問題点、新ごみ処理施設建設

計画に関すること

8 介護保険のしくみと利用方法 介護保険の仕組み、利用方法、サービス事業所の紹介 介護保険課 
介護保険係

9 高齢者の権利侵害に備える 高齢者が巻き込まれやすい被害から自分を守る方法、準備
介護保険課 
各地域包括
支援センター

10 介護予防で体もいきいき 介護予防の取り組み、簡単な体操
11 お口の健康で心も体も元気 口腔と介護予防の関連、健口体操と口腔ケア
12 頭いきいき脳リフレッシュ（認知症予防） 認知症の予防と実際の取り組み
13 認知症サポーター養成講座 認知症の正しい理解と接し方
14 出張健康講座 自己流ではない自分に合った食事の方法を学習

保健課 
保健業務班

15 ウォーキングロード・健康ウォーキング 地域のいいところを発見しながら、市内の健康ウォーキングロードを歩きます
16 血圧の正しい測り方から学ぶ健康管理 健康的な生活には血圧の管理が大切です。あなたの血圧の知識は古いかも？
17 南魚沼市民の血管が危ない！ 市民の健康実態を知って、健診結果を活用しましょう
18 楽しく食育 乳幼児期から老齢期までの食育を学習（料理講習も開催可）
19 飲酒と心の健康～お酒の上手な飲み方～ お酒の賢い飲み方を教えます

20 うつ病の理解と対応、
心のサポートを考える ストレスを乗り切るために必要なことや、サポート方法などを学習

21 お口の健康教室 健康の第一歩はお口から。80歳になっても20本以上の健康な歯を保つための方法を学習
22 がん予防と早期発見 生活習慣の改善でがん予防。健診、人間ドックやがん検診の必要性と効果を学習
23 ことば・こころを育む育児力アップ講座 赤ちゃんの言葉と心の成長を促す関わり方、スキンシップなどを教えます

24 バスの乗り方教室 バスを使った乗降の仕方や運賃表の見方などの説明、体験（時間：午前
９時～夕暮れ前まで）

都市計画課 
都市計画係

25 南魚沼市の文化財 市の文化財の説明 社会教育課 
文化振興係

26 普通救命講習会 心肺蘇生法・止血法・ＡＥＤ使用法など 消防本部 
警防課 救急係

27 火災予防教室 消火器・公設消火栓の使い方など（会場：南魚沼市消防本部） 消防本部 
予防課 予防係

一
覧
以
外
の
内
容
を
希
望
す
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

費
市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代

は
不
要
で
す
。 

　

集
会
な
ど
の
開
催
・
運
営
経
費
、

会
場
使
用
料
、
有
料
の
資
料
を

指
定
し
た
場
合
の
経
費
は
、
申

込
み
者
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。 

申
開
催
希
望
日
の
14
日
前
ま
で
に
、

申
込
書
を
秘
書
広
報
課
か
、
講

座
担
当
部
署
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
後
日
、
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。 

※
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
申
込

み
可
。
申
請
書
は
、
秘
書
広
報

課
、大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
市

民
ふ
れ
あ
い
講
座
」
で
検
索
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可 

他
講
座
は
、
要
望
や
苦
情
相
談
な

ど
を
行
う
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問
・
申
秘
書
広
報
課

☎
７
７
３・６
６
５
８

Ｆ
７
７
２・３
０
５
５ 

い
つ
で
も 

ど
こ
で
も

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座 
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日
７
月
18
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
ふ
れ
あ
い
支
援
セ
ン
タ
ー

対
猟
免
許
試
験
の
合
格
を
め
ざ
す

人
、
狩
猟
に
興
味
が
あ
る
人

免
許
の
種
類　

網
、
わ
な
、
第
１
種
銃　

第
２

種
銃
（
空
気
銃
）

費
無
料

定
40
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
）

持
筆
記
用
具

申
込
期
間　

６
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

南
魚

沼
環
境
セ
ン
タ
ー

 

☎
７
７
２・８
１
５
４

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者

講
習
会

※事前申し込みが必要。申込者が少数の時は、開講できない場合があります

技能講習・特別教育・安全衛生教育
コース名 実施期間 曜日 問・申

不整地運搬車運転技能講習 ６/１、２ 水・木 株式会社東新重工亀田講習センター
技能講習

☎025・381・7726
Ｆ025・381・7714

特別教育
☎025・383・0620
Ｆ025・381・7714

玉掛け技能講習 ６/６～８ 月・火・水 
締固めローラー特別教育 ６/９、10 木・金 
フルハーネス墜落制止用器具特別教育 ６/13 月 

小型移動式クレーン運転技能講習 ６/14～16 火・水・木 

ロープ高所作業特別教育 ６/３ 金 
キャタピラー教習所株式会社
新潟教習センター　

☎025・232・7611

アーク溶接作業従事者特別教育 ６/22～24 水・木・金 
フルハーネス墜落制止用器具特別教育 ６/27 月 
刈払機取扱い作業者安全衛生教育 ６/29 水 

受講料や申し込み方法など詳しくは、次のＱＲコードから確認するか、お問い
合わせください

問・申魚沼サンティックスクール
☎772・4554　Ｆ778・1158５・６月訓練コース受講生募集

訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 コース内容 実施期間 曜日 時間 

ワード中高年（日中） ワードの基礎コース。午前中のコー
スです。 ５/27～６/24

（全９回） 
火・金 

９：00～11：50 

エクセル中高年 エクセルの基本操作、使い方をゆっ
くり学ぶコース。

18：30～21：30 
Jw_cad基礎 Jw_cadを使用し、建築図の作成を

学びます。 
５/31～７/１
（全10回） 

介護職員初任者研修 
介護に関する知識と技能を習得し、
介護職員初任者研修課程の修了を
めざします。 

６/21～８/５
（全24回） 

月・火・
木・金　 ９：00～16：20 

第２種電気実技
（通常） 

７月試験向け資格対策コース。　
前年度修了生合格率 83.3 % 

６/20～７/15
（全12回） 月・木・

金 18：30～21：30 
第２種電気実技

（短時間） 
過去に通常の実技コースを修了し
た人限定の再チャレンジコース。 

７/４～15
（全６回） 



催
し・講
座・募
集

く
ら
し・相
談

健
康・福
祉

子
育
て・教
育

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

市報 みなみ魚沼　令和４年５月１日発行21

内
家
庭
内
や
親
族
・
近
隣
間
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
相

談
。
い
じ
め
や
あ
ら
ゆ
る
差
別

問
題
の
相
談
。

５
月
1₈
日
㈬

会
働
く
婦
人
の
家
１
階 

託
児
室

相
人
権
擁
護
委
員　

中
島
澄
江

〔
下
二
〕、
髙
野
輝
幸
〔
今
町
〕

６
月
１
日
㈬
（
３
会
場
で
開
催
）

会
市
民
会
館
２
階 

婦
人
会
館 

和
室

相
人
権
擁
護
委
員　

水
澤
稔

〔
麓
〕、
羽
吹
正
〔
押
出
〕

会
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〔
魚
沼
市
小
出
島
１
２
４
０

−

２
〕

相
人
権
擁
護
委
員

会
湯
沢
町
公
民
館
〔
湯
沢
町
大
字

湯
沢
２
８
２
２
〕

相
人
権
擁
護
委
員

共
通
事
項

時
午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
：
午

時
間
外
窓
口
（
次
の
水
曜
日
）

６
月
８
日
、
22
日

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

日
曜
窓
口

６
月
12
日
、
26
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口　
市
民
課

申
受
付
専
用
電
話
（
☎
７
８
８
・

　

１
７
８
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

持・
通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・
そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
。
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
２
点
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ

積
雪
の
た
め
休
止
し
て
い
た
検

針
を
再
開
し
、
冬
期
間
の
概
算
払

い
の
料
金
を
精
算
し
ま
す
。
精
算

内
容
は
、
６
月
中
旬
に
「
冬
期
精

算
通
知
書
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

冬
期
概
算
制
度

積
雪
の
あ
る
冬
期
（
12
月
～
４

月
）
の
料
金
を
、
前
年
の
実
績
な

ど
に
基
づ
い
て
概
算
で
支
払
い
、

５
月
の
検
針
結
果
で
精
算
す
る
制

度
で
す
。

使
用
水
量
が
多
い
場
合
は

「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」
に
記
載
し
た
水
量
は
、
12
月

～
５
月
の
使
用
量
か
ら
12
月
～
４

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問
市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３・６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
、
交
付
な
ど
の

時
間
外
・
日
曜
窓
口

問
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金

　
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８・０
２
２
０

水
道
の
検
針
を
再
開
し
ま
す

く
ら
し
・
相
談

後
３
時
ま
で
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

る
人
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

他・
顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。

・
交
付
は
、
原
則
３
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
。

※
住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

月
の
冬
期
間
の
認
定
水
量
を
差
し

引
い
た
使
用
量
で
す
。
利
用
人
数

の
増
加
な
ど
の
理
由
が
な
く
使

用
水
量
が
不
自
然
に
多
い
場
合

は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

漏
水
時
の
減
免
（
減
額
）
制
度 

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で

は
、
使
用
者
の
管
理
で
す
。
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
た
分
は
、
理
由
を
問

わ
ず
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

原
則
で
す
。
た
だ
し
、
十
分
な
管

理
を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
や
む
を
得
ず
漏
水
し
た
場
合

（
地
中
・
壁
中
の
水
道
管
か
ら
の

漏
水
な
ど
）
の
み
修
繕
後
に
減
免

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
未
修
繕

の
も
の
は
対
象
外
） 

必
要
書
類 

減
免
申
請
書
、
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
の
修
理
証
明
、
修

理
前
後
の
写
真
、
修
理
か
所
の

図
面 

減
免
と
な
ら
な
い
事
例 

・
不
注
意
に
よ
る
流
し
っ
ぱ
な

し
、
ト
イ
レ
の
ボ
ー
ル
タ
ッ

プ
・
蛇
口
か
ら
の
漏
水
な
ど（
管

理
の
不
備
が
認
め
ら
れ
る
漏

水
、
一
般
的
に
想
定
で
き
る
原

因
に
よ
る
漏
水
、容
易
に
目
視
、

管
理
で
き
る
か
所
か
ら
漏
水
し

た
場
合
）

・
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

以
外
が
修
繕
し
た
場
合 

漏
水
の
確
認
方
法 

①
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
水

道
を
使
用
し
て
い
な
い
状
態
に

す
る
。 

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
確
認
す
る
。 

③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少
し
で
も
回
っ

て
い
れ
ば
漏
水
で
す
。

漏
水
の
場
合
は
、
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
て
、

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修

理
費
は
自
己
負
担
で
す
。 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

適
切
な
管
理
を 

車
両
な
ど
に
よ
る
破
損
や
沈
下

を
防
護
す
る
、
上
に
物
を
置
か
な

い
、
近
く
に
犬
を
つ
な
が
な
い
な

ど
、
検
針
が
で
き
る
状
態
を
保
っ

て
く
だ
さ
い
。 

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
破
損
し

た
場
合
の
修
理
は
、
使
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す 

水道
メーター

パイロット
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納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
課
税

明
細
書
は
、
確
定
申
告
時
に
、
農

業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
必
要
経

費
（
租
税
公
課
）
の
計
算
に
役
立

ち
ま
す
。
令
和
５
年
の
申
告
時
期

ま
で
保
管
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

家
の
税
金
が
高
く
な
る
場
合

納
税
通
知
書
を
発
送
後
、「
家

の
税
金
が
高
く
な
っ
た
」
と
い
う

問
合
せ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
居
住
床
面
積
２
８
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
新
築
住
宅

の
場
合
に
、
居
住
用
部
分
の
床
面

積
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

税
額
を
、
２
分
の
１
に
減
額
す
る

特
例
が
３
年
間
（
長
期
優
良
住
宅

の
場
合
は
５
年
間
）
で
終
了
す
る

た
め
で
す
。

※
平
成
30
年
（
長
期
優
良
住
宅
の

場
合
は
平
成
28
年
）
に
新
築
し

た
住
宅
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

通
常
の
税
額
で
課
税
さ
れ
ま
す

土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
、
取
り
壊

し
た
の
に
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の

証
明
行
為
な
ど
に
使
用
す
る
「
は

か
り
」
は
、
計
量
法
で
２
年
に
１

回
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
期
検
査
を
受
け
て

い
な
い
「
は
か
り
」
や
不
合
格
の

「
は
か
り
」
を
使
用
す
る
と
、
計

量
法
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

前
回
検
査
を
受
け
た
人
と
事
業

所
に
、
事
前
調
査
書
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
商
工

観
光
課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
事
業
を
始
め
た
人
な

ど
、
事
前
調
査
書
が
届
か
な
い
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
期
検
査
対
象
の
「
は
か
り
」
例

・
商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
で
商

品
の
計
り
売
り
に
使
用
す
る

も
の

・
病
院
・
薬
局
な
ど
で
薬
の
調
剤

用
に
使
用
す
る
も
の

・
病
院
・
医
院
・
診
療
所
・
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
、
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
に
使
用

す
る
も
の
（
体
重
計
） 

内
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
、
不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な

ど
の
法
律
問
題
の
相
談
。

日
５
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
５
月
18
日
㈬　

正
午

申
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
申
し
込
み
時
に
相
談
員
が
概
要

を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
お
受
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

問
税
務
課 
資
産
税
班

☎
７
７
３・６
６
６
８

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班

☎
７
７
３・６
６
６
５

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２・
２
５
４
１

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を

５
月
16
日
㈪
に
発
送
し
ま
す

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
売
買
契
約
が
終

了
し
て
も
、
新
し
い
所
有
者
が
登

記
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
前
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

１
月
２
日
以
降
に
取
り
壊
し
た

家
屋
も
１
年
間
課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
税

務
課 

資
産
税
班
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・
運
送
業
者
な
ど
が
、
貨
物
運
賃

の
算
出
な
ど
に
使
用
す
る
も
の

（
宅
配
便
の
取
次
店
を
含
む
） 

・
農
業
・
漁
業
な
ど
に
従
事
す
る

人
が
農
産
物
・
水
産
物
な
ど
の

売
買
や
出
荷
の
た
め
に
使
用
す

る
も
の
（
農
協
な
ど
で
再
計
量

す
る
も
の
は
除
く
） 

・
工
場
・
事
業
所
な
ど
で
原
材
料

の
購
入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷

や
納
品
検
収
用
に
使
用
す
る

も
の 

・
公
共
機
関
へ
の
報
告
や
公
共
機

関
が
行
う
統
計
の
公
表
な
ど
に

使
用
す
る
も
の 

・
大
型
計
量
器
や
土
地
、
建
物
に

固
定
さ
れ
た
計
量
器
を
所
有
し

て
い
る
事
業
者
（
計
量
士
に
よ

る
代
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
） 

他
事
前
調
査
の
結
果
で
検
査
の
対

象
と
な
っ
た
人
に
、
一
般
社
団

法
人 

新
潟
県
計
量
協
会
か
ら

検
査
日
の
お
お
む
ね
２
週
間
前

に
検
査
通
知
書
（
検
査
日
時
・

会
場
を
明
記
し
た
は
が
き
）
が

届
き
ま
す
。
検
査
手
数
料
は
、

検
査
当
日
に
現
金
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
領
収
書

を
交
付
し
ま
す
。 

　

受
験
票
を
忘
れ
た
場
合
や
都
合

に
よ
り
受
験
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
新
潟
県
計
量
協
会
（
☎

０
２
５
６
・
３
６
・
２
３
５
４
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令和４年度 特定計量器定期検査の日程
会　場 期　日 受付時間 

コミュニティ
ホール
さわらび 

〔浦佐5175−1〕 

６月20日㈪ 
・10：00～
　11：30　
・13：00～
　15：30　

６月21日㈫ 

６月22日㈬ 

６月23日㈭ 

６月24日㈮ 
　　９：00～
　11：30　

（午前のみ） 

塩沢保健
センター 

〔塩沢1370−1〕 

６月27日㈪ ・10：00～
　11：30　
・13：00～
　15：30　

６月28日㈫ 

６月29日㈬ 

６月30日㈭ 
　　９：00～
　11：30　

（午前のみ） 
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健
康
・
福
祉

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

六
日
町
地
域
の
大
巻
地
区
〔
野

田･

北
田
中
〕
を
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
５
月
１
日
付

で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

氏
名　
中
俣　

明

住
所　
野
田
２
１
１−

１

☎
７
７
６
・
４
５
８
８

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」、
12
日
㈭
～
18
日

㈬
は
「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
自
主
的
な
活
動
を

充
実
強
化
す
る
期
間
と
し
て
い

ま
す
。

南
魚
沼
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
存
在
と
活
動
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
広
報
・
周
知
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ

色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相

談
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
心
配
ご

と
や
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
名
簿

を
24
・
25
ペ
ー
ジ
に
掲
載

県
外
で
定
期
予
防
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
窓

口
に
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
交
付

申
請
書
（
以
下
、
申
請
書
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
請
書
を
提
出
後
、
実
施
依
頼

書
の
交
付
ま
で
は
数
日
か
か
り
ま

す
。
余
裕
を
持
っ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
費
用
助
成
申
請
は
、
予

防
接
種
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

対
子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
、
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン

申
請
窓
口

保
健
課
、
子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
請
書
は
、申
請
窓
口
ま
で（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
） 

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
状
況
調

査
に
伺
い
ま
す
。 

期
５
月
中
旬
～
７
月 

対
１
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
の
み
・

高
齢
者
と
15
歳
未
満
の
み
・
重

度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯 

※
調
査
結
果
は
、
見
守
り
活
動
や

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
案

内
な
ど
に
活
用
し
ま
す 

ごみにしない！
　３Ｒ推進コーナー

問廃棄物対策課　☎782・0339

資源物回収事業補助金
対子ども会など　
補助額　３円／㎏

電気式家庭ごみ処理機購入補助金
対購入希望の世帯　
補助額　上限２万円

ごみステーション施設整備費補助金
対各行政区　
補助額（上限額／１基につき）
　改築：２万円、新築：５万円、収納枠：５千円

ボランティア清掃活動
学校、行政区、市民団体、事業所などで、

市内の道路、河川、公園などの公共の場所
をボランティア清掃する場合には、ボラン
ティア袋の支給と、ごみ処理手数料の免除
を受けることができます。
※詳しくは、廃棄物対策課までお問い合わ

せください

令和４年度の補助金交付事業
　廃棄物対策課では各種事業
の補助などを行っています。

問
保
健
課☎７

７
３・６
８
１
１ 

県
外
で
定
期
予
防
接
種
を 

受
け
る
に
は

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

５
月
1₂
日
は

「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

高
齢
者
世
帯
の
訪
問
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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南魚沼市民生委員・児童委員、主任児童委員名簿（５月１日現在）
【任期：～令和４年11月30日】

塩 沢 地 域 大 和 地 域

髙 井 政 子 塩沢1491 782・0367 一分区 
山 口 悦 男 塩沢55−9 782・9811 二分区 
田 澤 静 江 塩沢2489 782・1609 三分区（北側） 
貝 瀬 幹 夫 塩沢1228−12 782・0178 三分区（南側） 
熊木小夜子 塩沢1112−12 782・1361 四分区 
室 橋 好 子 塩沢227−2 782・0402 五分区 
荒 井 良 美 塩沢1081−8 782・0829 六分区（南側） 
清 水 道 夫 塩沢399−6 782・3693 六分区（北側） 
髙 野 隆 夫 中243 782・4037 目来田、中 
峠 　 定 夫 樺野沢42 782・9060 樺野沢 
飯酒盃正子 天野沢206−7 782・2084 天野沢、泉盛寺 
田村千枝子 吉里2767 782・9021 栃窪、岩之下、北山 
富井丈一郎 吉里1068 782・3921 吉里 
高 橋 重 勝 片田139 782・9182 思川、片田 
笛 木 春 子 竹俣新田154 782・3681 竹俣新田、竹俣 
星 野 正 男 上十日町711−35 782・2052 島新田、上十日町 
舘 野 丈 吉 大木六新田26 782・1530 中子、中野、古川 
舘野惠美子 八竜新田307−4 782・1531 大里、小木六、八竜 
荒 川 俊 夫 大木六673 782・2168 小杉、大木六 
平 賀 一 行 大木六1153 782・2363 吉山、大木六原、柄沢 
平 賀 　 昇 仙石511 782・9698 仙石、徳田 
今 井 良 江 舞子1515−3 782・9441 舞子　 
山 口 礼 子 舞子1819−45 783・4416 万条、大原 
齋 木 廣 行 姥島新田347 783・2092 姥島、五丁歩 
倉 科 貞 良 五郎丸858 782・2415 論丸、坪池、五郎丸 
野 上 良 枝 石打353 783・4446 石打（南側） 
髙 野 照 美 石打1853−5 090・5750・4262 石打（北側） 
上 村 　 智 関1147−1 783・2172 関（南側） 
田村傳太郎 関1049 783・2027 関（北側） 
星 野 政 男 上野168−1 783・2765 上野 
片 山 千 尋 宮野下453−6 783・3604 上一日市、下一日市、宮野下、大和 
木村美枝子 君沢716 783・4034 君沢 
阿 部 容 子 大沢322 783・2841 大沢 
太 田 忠 夫 南田中411−1 783・3276 砂押、南田中 
小 林 隆 明 枝吉244−12 782・1773 枝吉、早川 
米 田 圭 子 雲洞625 782・2690 雲洞 
佐 藤 惠 子 三郎丸331−1 782・3788 長表、三郎丸 
小野澤　守 長崎465−14 782・2377 金清坊、中之島 
秋 山 悦 夫 長崎1302−5 782・0559 上田掛之下、広道 
見留けい子 長崎3090 782・3144 原芝野、横新田 
阿 部 潤 子 台上28 782・3324 上神字、姥沢、台上 
角 田 哲 夫 滝谷569 782・3241 滝谷 
貝 瀬 京 子 滝谷1052 782・1011 沢口、一之沢 
小野塚彰一 清水467 782・3405 蟹沢、清水 
桑 原 秀 幸 上十日町711−27 782・2765 主任児童委員 
桑 原 　 博 塩沢1330−2 782・0272 主任児童委員 
片 山 明 美 上一日市535 783・3257 主任児童委員 

関 　 昌 子 浦佐2462 777・2224 本町、西浦、富町  
羽 賀 謙 一 浦佐2239 777・3321 新町、川原町 

小 澤 義 篤 浦佐291−6 777・2526 浦佐門前、浦佐上町、
田町 

富 所 澄 子 浦佐4448−4 777・3212 天 王 町（ 北 西 側 ）、
浅地町 

行 方 和 弘 浦佐3768 777・2752 天王町（北東側） 
川 上 和 夫 浦佐4582 777・3322 天王町（南側） 
関 　 誠 五箇1060 777・3419 町屋、岩山、境川 
若 井 敏 江 浦佐5881−5 777・4013 鰕島、浦佐八色 

小 幡 與 一 一村尾578 777・2667 
一村尾（入町・上村・
前田・中小路・酒町）、
北 

南雲美智子 一村尾806−1 777・2373 一村尾（田中・上新
道・中新道・下新道） 

佐 藤 　 厚 市野江乙306 025・759・2145 後山 
水落久美子 市野江丙493 025・794・5149 辻又 
青 木 　 稔 芹田852−5 777・3306 市野江、芹田 
山 田 勝 實 九日町781−3 777・3005 九日町 
千喜良絹代 九日町1629−2 777・3440 猫道、名木沢 
山 田 明 彦 今町517−1 777・2687 今町、城山新田 
高 橋 秀 子 大崎71−2 779・2017 上一、上ニ、平沢  
田 中 二 郎 大崎3448 779・2558 原小路、寺中 
池田美知子 大崎326 775・7096 横、下一、下ニ  

並 木 惠 子 海士ヶ島新田
250−1 779・2403 柳古新田、今町新田、

海士ヶ島新田　 

関 　 昭 穴地232−1
（穴地新田） 779・2234 穴地、穴地新田、

八色原、国際町 
米 山 裕 子 水尾401−3 779・2069 水尾（１・２）  
小 林 邦 男 水尾233−1 779・2726 水尾（３・４） 
上村由美子 大倉111−1 779・3318 大倉、船ヶ沢新田 

朝 吹 好 美 黒土新田
470−7−102号 788・1006 黒土、黒土新田、

荒金 

桐 生 健 一 堂島新田
247−子 779・4385 荒山、桐沢、

堂島新田 

小澤みさお 茗荷沢新田
28−1 779・3621 茗荷沢、茗荷沢新田 

近 藤 恒 久 大桑原501 779・4003 山崎新田、山崎、
谷地、高田、門前 

小田島昇吉 雷土新田768 779・3969 芋赤、湯谷、雷土、
雷土新田、前原町 

小 倉 春 男 今町429 777・2189 主任児童委員 
髙 野 清 美 茗荷沢599 779・3355 主任児童委員 

氏　名 住　所 電話番号 担当区域 氏　名 住　所 電話番号 担当区域



市報 みなみ魚沼　令和４年５月１日発行25

六日町地域

近 藤 茂 樹 六日町1065−1 773・6266 上町１丁目１区 
佐 藤 静 代 東泉田746−4 773・6555 上町１丁目２区 
関 　 外 雄 六日町619−4 090・3758・3279 上町１丁目３区 
久保田　薫 六日町789−14 772・3635 上町１丁目４区 
林 　 和 美 六日町2262 080・5072・4069 上町２丁目 
坂 西 和 子 六日町1833 772・2036 仲町 、旭町 
澤 田 照 夫 六日町424−1 772・4446 大和町１丁目 
鈴 木 永 男 六日町454−10 772・2614 大和町２丁目 
齋 藤 　 保 小栗山343−11 773・5731 栄町 
伊 藤 尚 典 六日町180 772・3630 伊勢町   
桑 原 良 子 六日町2840−7 773・5020 緑町 

大 平 力 男 六日町2013 772・3261 田中町（１～３区と旧
国道291号より東側） 

岩 野 弘 一 六日町6−10 772・3836
田中町（旧国道291
号より西側・平手川
より北側） 

井口久美子 八幡17−1 772・3489 八幡１・２区 
岩 野 久 昭 坂戸34−20 772・4093 坂戸（上） 
大 塚 洋 子 坂戸229 772・3193 坂戸（下） 

三 輪 健 司 美佐島1645−4 773・5604 

八幡３区、美佐島１
～４（市道美佐島国
道17号線より南側）
･９･10区　 

戸 田 高 弘 美佐島20−8 772・4268 

美佐島３・４（市道
美佐島国道17号線よ
り北側）･５～７区、
庄之又 

関 　 陸 郎 美佐島89−179 773・2837 美佐島８区、北辰 
小 倉 良 平 川窪228 773・5326 欠之上 、川窪 
發 地 　 豊 君帰264 770・2886 君帰    
小 林 雅 孝  余川1506−7 778・0093 余川本町 
若 井 義 博 余川1590 773・5444 飯綱町 
松 村 和 美 八幡11−9 773・6876 学校町１丁目、３丁目 
田 邊 和 美 余川3378−1 772・2313 学校町２丁目、４丁目 
山 田 　 博 小栗山627 773・5081 小栗山１～３区 
渡 邊 　 隆 小栗山1502 773・5029 小栗山４・５区 

氏　名 住　所 電話番号 担当区域

大 平 文 利 六日町1069−7 772・3129 沖町、 西泉田
（市営住宅） 

髙 野 　 誠 西泉田751 773・2285 
西泉田

（市営住宅除く）、
若葉町  

星 野 栄 子 東泉田710−3 773・2732 東泉田 
本 多 茂 夫 大月209 772・4167 上大月、下大月 

上 村 容 子 畔地新田328 774・2978 蛭窪、原、日の出町、
永松 

丸 山 満 雄 畔地716−1 774・2624 畔地、畔地新田、
小川 

今井美与子 野中125 090・4050・8711 清水瀬、野中、土沢、
舞台 

勝 又 榮 一 中川728−3 774・3004 京岡、京岡新田、
中川、中川新田、金城 

田 辺 　 昭 山谷316 774・2938 山谷、宮村下新田 
松 井 春 一 宮1506 774・2722 宮（宮浦・宮中）、深沢 
林　十三二 宮610−4 774・2936 宮（宮本・市営住宅） 

小 杉 　 清 岩崎156 772・2577 岩崎、津久野上新田、津
久野（坂井・旭町・団地） 

今 井 初 江 津久野103−1 772・4248 
津久野（荒谷・中村・
宮 ノ 脇・ 段 ガ 巾 ）、
津久野下新田 

勝 又 春 吉 青木新田
992−11 772・7580 二日町、津久野

（市営住宅） 

内 田 知 子 妙音寺166−1 775・2055 野際、妙音寺、藤原、
法音寺、稲穂ヶ丘 

関 　 達 雄 岡624 775・2054 岡、上出浦、下出浦、
上薬師堂、下薬師堂 

久 川 和 彦 山口1788−1 090・7244・6144 山口、広堀、中手原 
山 﨑 重 一 新堀134 775・2450 田崎、新堀 

笠原喜一郎 新堀新田
186−1 775・2227 新堀新田、泉 

水 澤 初 美 麓305−1 776・2203 麓 
上村三代子 長森1072−2 775・3274 長森 
種 村 啓 子 上原366 775・2149 上原（下） 
吉 田 英 子 上原41−14 775・2073 上原（上）、池田原 
久 川 　 勇 泉新田210−3 775・2229 下原、泉新田 

南雲まち子 下原新田
408−2 775・2330 下原新田、長森新田 

中 俣 　 明 野田211−1 776・4588 野田、北田中 
杉 野 博 道 四十日396 776・3550 四十日、西 
中嶋ヒデ子 四十日20−11 776・3514 四十日新道 

山 本 久 一 宇津野新田
421 776・3555 宇津野、青木 

八 木 　 久 奥110 776・3097 奥、大杉 
野澤憲之輔 寺尾718 776・3612 寺尾、押出 
井 口 直 子 五日町399−5 776・2066 五日町３区 
中 沢 武 雄 五日町2347−4 776・2880 五日町２区、欠之下 
鈴 木 桂 子 五日町1991−1 776・2333 五日町１区 
井 口 幸 治 六日町942−1 773・6566 主任児童委員 
若 井 利 信 新堀520 775・3237 主任児童委員 
林 　 義 昭 深沢265 774・2515 主任児童委員 

氏　名 住　所 電話番号 担当区域

※一部常用漢字で表記しています
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子
育
て
・
教
育

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
欲
し
い
人

（
依
頼
会
員
）
に
子
育
て
の
手
助
け
を
し

た
い
人
（
提
供
会
員
）
を
紹
介
し
て
、
子

育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
年
齢

生
後
５
か
月
～
12
歳

利
用
対
象
と
な
る
活
動

・
保
育
施
設
、学
校
や
学
童
保
育
施
設（
以

下
、
保
育
施
設
な
ど
）
ま
で
の
送
迎

・
保
育
施
設
な
ど
の
開
始
前
、
終
了
後
や

休
み
の
時
の
預
か
り

・
保
護
者
が
仕
事
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭
や

買
い
物
な
ど
臨
時
的
、
突
発
的
な
用
事

の
時
の
預
か
り

利
用
方
法　

事
前
に
会
員
登
録
と
予
約
が
必
要
で
す

※
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
と
も
に
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

費・
月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

３
０
０
円
／
30
分

・
月
～
金
曜
日
の
午
後
７
時
～
10
時
と

子
ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る

保
護
者
や
、
発
達
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

の
保
護
者
の
情
報
交
換
や
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

日
６
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

内
総
合
支
援
学
校 

見
学
会

会
南
魚
沼
市
立
総
合
支
援
学
校

※
正
面
玄
関
前
に
集
合

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
・
申
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２・７
７
５
４

問
保
健
課

 

☎
７
７
３・６
８
１
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日
※金曜日の午後は、新型コロナワクチン接種のため、一般診療はお休みします。
　ご理解とご協力をお願いします

1日
休  診

2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日
髙　橋 休　診 休　診 休　診 髙橋 ※ 休　診 休  診

9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日
髙　橋 田　中 松　田 田　中 髙橋 ※ 福本 休診 休  診
16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙橋 ※ 休　診 休  診
23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

休　診 田　中 松　田 田　中 髙橋 ※ 髙橋 休診 休  診
30日 31日 午前のみ自宅まで送迎します。（原則、城内・五十沢・大巻・大崎地区）

電話か窓口でお申し込みください。髙　橋 田　中

５月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間 午前：月曜～土曜　〈受付〉８：30～11：30　〈診療〉９：00～

午後：月曜～木曜　〈受付〉12：30～15：00　〈診療〉13：30～

◎来院時はマスクの着用をお願いします 問城内診療所　☎775・2009

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前
７
時
～
午

後
７
時　

４
０
０
円
／
30
分

※
２
人
目
か
ら
は
半
額
。
交
通
費
・
食
事
・

お
や
つ
代
は
別
途
必
要

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
場
所

提
供
会
員
が
子
ど
も
を
預
か
る
場
所

は
、
原
則
提
供
会
員
の
自
宅

他
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」
で
は
、フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
１
時
間
以
内
の
「
ち
ょ
っ
ぴ
り

託
児
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
の

際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
事
前
に
依
頼
会
員
の
登
録
と
３
日
前
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
す
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ス
ポ
ー
ツ

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
新
緑

の
八
色
の
森
公
園
を
家
族
や
友
人
と
走
り

ま
せ
ん
か
？
部
門
・
男
女
別
に
上
位
６
位

ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
６
月
５
日
㈰　

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト（
雨
天
決
行
）

会
八
色
の
森
公
園
周
辺
特
設
コ
ー
ス

部
門

・
チ
ビ
っ
子
の
部
（
約
５
０
０
ｍ
）

・
小
学
４
年
生
以
下
の
部（
約
９
０
０
ｍ
）

・
一
般
２
㎞
・
５
㎞
の
部

資
チ
ビ
っ
子
の
部
：
４
歳
～
小
学
２
年
生

以
下
、
小
学
４
年
生
以
下
の
部
：
小
学

４
年
生
以
下
、
一
般
２
㎞
の
部
：
小
学

生
以
上
、
一
般
５
㎞
の
部
：
中
学
生

以
上

費
中
学
生
以
下
：
５
０
０
円
、
高
校
生
・

一
般
：
１
，０
０
０
円

〆
５
月
20
日
㈮

申
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
民
会
館
内
）、

大
和
・
塩
沢
公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、

市
教
育
委
員
会
後
援
事
業
の
八
海
醸
造
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
杯
を
開
催
し
ま
す
。

日
５
月
14
日
㈯　

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

会
大
原
運
動
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
市
内
在
住
の
中
学
生
、
市
内
・
魚
沼
市

内
に
在
住
か
在
学
の
高
校
生
以
上

種
目
・
組
別　

個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）

・
中
学
生
男
女
の
部

・
一
般
の
部

費
１
ペ
ア　

１
，０
０
０
円

〆
５
月
６
日
㈮　

午
後
３
時

申
八
海
醸
造
株
式
会
社　

倉
橋　

敦　

　

☎
７
７
５
・
３
１
２
１

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３・６
６
３
０

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３・６
６
３
０

第
1₈
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

南
魚
沼
、
南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

最
少
催
行
人
数　
１
０
０
人

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949‒6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼
  ５月の休館日 　　　

　９日㈪、16日㈪、
23日㈪、30日㈪

スラックライン講習会

基礎講習会です。やってみたいけどやり方がわ
からない人など、まずは講習会に参加してみませ
んか。大人も子どもも大歓迎です。
日５月18日㈬　17：30～18：30　※雨天中止
対だれでも（未就学児の場合は、保護者の付き添

いが必要）
定10人　受講料　会員：無料、一般：200円
※受講料のほかに施設利用料100円が別途必要（定

期券可）

トレーニングマシン使用法講習会

油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
はだれでも簡単に利用できます。
日５月15日㈰　12：00～13：30
対中学生以上　定６人（先着順）
受講料　会員：無料、一般：200円
※受講料のほかに施設利用料300円が別途必要（定

期券可）

持運動着、運動靴、タオル、飲み物　申ディスポート南魚沼（電話申込み可）共通事項
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【５月の開館日時】
南魚沼市 月～金  ９：30～20：00（土 日 祝  19：00まで）

　　　　　休館：６日㈮、19日㈭
大 和 ☎777・4671　火～日 祝９：00～19：00　休館：月曜日
塩 沢 ☎782・0100　９：00～20：00（月 土 日 祝17：00まで）　休館：なし

問・申南魚沼市図書館
☎773・6677

図書館

テーマ展示
「５月は自転車月間」「高血圧予防」「母の日」「心と

体を整える」「図書館振興月間」などを展示。

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内パネルシアター「いないいないばあ」など乳

幼児向けの絵本の読みきかせ。読書のつどい
テーマ　「かぞく」
日５月14日㈯　10：30～11：00、11：15～11：45
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
内大型絵本「せんたくかあちゃん」など　
定30人（先着順）

幼児親子おはなしの会
「えほんであそぼ」
折り紙や広告紙を使って、カラフルな傘を

作ってみましょう。
日５月27日㈮　10：00～11：30
会大和公民館　対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など
申電話かカウンターでお申し込みください
　（当日参加も可）

おはなしのじかん
日５月８日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　定乳幼児・保護者ほか

雑誌スポンサーを募集しています
図書館内にある雑誌の年間購読料金をご負担

いただき、最新号のカバーに広告を掲載します。
随時募集していますので、お問い合わせくだ

さい。

プラチナ企画 ＤＶＤ上映会
にっぽんトレッキング100　関東甲信越セレクション
日５月12日㈭　10：00～12：00（117分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者　　
定30人（先着順）

巡回図書をご利用ください
◦大和図書室　４月22日㈮に200冊入れ替えま

した。
◦塩沢図書室　５月19日㈭に入れ替え予定。

ＤＶＤ上映会
レスキューせんエリアスと海ではたらく仲間たち
日５月21日㈯　10：00～11：20（79分）　
会図書館 多目的室　対子ども・一般　　
定30人（先着順）

新着図書の一部を紹介 ※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます

《よみもの》
・稔と仔犬　青いお城 遠藤　周作
・ブラック・ムーン 逢坂　　剛
・奏鳴曲　北里と鴎外 海堂　　尊
・タラント 角田　光代
・信長、鉄砲で君臨する 門井　慶喜
・春のこわいもの 川上未映子
・燕は戻ってこない 桐野　夏生
・漆花ひとつ 澤田　瞳子
・レジェンドアニメ！ 辻村　深月
・０～ＺＥＲＯ 堂場　瞬一
・アキレウスの背中 長浦　　京
・はじめての 島本　理生
・奇跡 林　真理子
・ヒノマル 古市　憲寿
・ないものねだるな 阿川佐和子
・背進の思想 五木　寛之

・寂聴さん最後の手紙 瀬戸内寂聴
・名探偵と海の悪魔 スチュアート・タートン

《その他》
・知りたいことがわかる！ＩＴ＆ＩＣＴキーワード図鑑
・友達経営 渋谷　修太
・〈自分〉を知りたい君たちへ 養老　孟司
・鎌倉幕府はなぜ滅びたのか 永井　　晋
・図説上杉謙信 今福　　匡
・子どもが心配 養老　孟司
・花と草の物語手帳 稲垣　栄洋
・口トレ・脚トレで“若返り”！ 飯島　勝矢
・栗原式不老長寿のレシピ 栗原　　毅
・浅田真央　私のおうちごはん
・プロに教わる野菜の収穫・保存・加工の技とコツ
・バテない登山技術 野中　径隆
・伝わる仕組み 藤井　貴彦
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文化施設

常設展　〜彫る 摺
す

る 画
か

く〜「棟方志功の世界」
企画展　期６月14日㈫まで

古今東西、女性は重要なモチーフとして、多くの画家
たちにより描かれてきました。本展では、当館が所蔵す
る美人画コレクションのうち、日本人画家６人がさまざ
まな表現で描いた女性の作品を展示。

美人画コレクション展　

今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁止さ
れている貴重な民族美術のコレクションを展示。

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）

☎ 783・4500　 F  783・3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan

¥  一般500円／小中高250円

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

５月の休館：29日㈰

☎・F  782・9860　URL http : //www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

５月の休館：10日㈫、17日㈫、24日㈫、31日㈫

「あさきゆめみし」の「き」
キツネ火　はく息　燃える

ある夜、牧之は２階の窓のすき間か
ら、キツネが燃える息を吐いているとこ
ろを目撃しました。

北越雪譜いろはかるたから
日本オペラ界のトップを走るテノール歌手

笛田博昭が将来の活躍を期待される若手歌手
らと共に今年も帰ってきます。世界でも類を
見ない至極の歌声をご堪能ください。
日５月21日㈯
　開演14：00～
　（開場13：00～）
会市民会館 大ホール
チケット

一般　3,500円
中・高校生　1,500円
小学生以下　無料

※好評発売中

笛田博昭ガラコンサート vol.5

☎ 773・5500　 F  772・8161　
URL http : //www.6bun.jp/kaikan/

南魚沼市民会館
受付８：30～17：15

５月の休館：毎週月曜日、４日（水・祝）、５日（木・祝）

日７月19日㈫まで
富岡惣一郎は、今年１月８日で生誕100年

を迎えました。
本展では、ニューヨーク時代の独自性を追

求した抽象作品や85年に飛行機で取材をした
アラスカ氷河の抽象美を中心に白の旅をたど
ります。

富岡惣一郎生誕100年「白の旅」

日５月31日㈫　16：00まで
和小物やハギレなどを販売します。

ギャラリー展示 「時の風」展示即売

☎ 775・3646　 F  775・3650
URL http://www.6bun.jp/white/

¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館９：00～17：00（入館終了16：30）
５月の休館日：11日㈬、18日㈬、25日㈬

市民無料の日：８日㈰、28日㈯　

墨絵「梢Ｆ」

☎ 780・4080　 F  777・3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下無料

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

５月の休館：11日㈬、16日㈪～20日㈮、25日㈬

期５月15日㈰まで
越後三山など魚沼の風景画が中心です。

髙橋正則・佐藤守弘 二人展～魚沼を描く～

橋本照
しょう

嵩
こう

写真展「越後の瞽
ご

女
ぜ

」
期５月21日㈯～７月10日㈰

日本を代表する写真家・橋本
照嵩氏が、1970年代に長岡と高
田の瞽女さんと同行して撮影
した写真約160点と、日本各地
の民俗写真約60点を展示する、
圧巻の写真展です。

「長岡瞽女（1972年６月
北魚沼郡広神村）」
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公益のために私財を寄付された功績が認められ、舘野智江子さんが
紺綬褒章を受章されました。

市は、舘野さんの寄付のご意向を尊重し、六日町中学校の学習環境
を整備するために活用させていただきました。

整備事業は令和３年度に完了し、視聴覚室や音楽室などに空調設備
が設置され、授業や部活動、行事などのさまざまな場面で、生徒たち
が快適に活動できるようになりました。

紺
こん

綬
じゅ

褒
ほう

章
しょう

を受章　舘野智江子さん〔北辰〕

掲
示
板

市
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
取
り

組
み
、「
南
魚
沼
銘
水
の
森
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
を
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
市
の
森

林
整
備
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
の
取
り
組
み
と
し
て
注
目
が

高
ま
り
、
購
入
す
る
企
業
が
増
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
の
「
南
魚
沼
銘
水
の
森

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
購
入
企
業　
2₉
社

 

（
令
和
２
年
度
12
社
）

東
日
本
の
新
幹
線
沿
線
自
治
体
の
情

報
や
、
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
、
不
定
期
で
紹
介
し
ま
す
。

会
津
若
松
市

～
市
の
シ
ン
ボ
ル
「
鶴
个
城
」
～

日
本
各
地
に
は
多
く
の
城
が
あ
り
ま

す
が
、
赤
瓦
を
ま
と
っ
た
天
守
閣
が
あ

る
の
は
鶴
个
城
だ
け
で
す
。
桜
の
名
所

１
０
０
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、
桜
と
天

守
閣
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
絶
景
で

す
。
春
の
み
な
ら
ず
新
緑
、
紅
葉
や
雪

景
色
も
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
風
情
が
あ
り

ま
す
。

鶴
个
城
公
園
内
で
は
、
季
節
ご
と
の

幻
想
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
蒲が

も

生う

氏う
じ

郷さ
と

公
の
「
楽ら

く

市い
ち

」
を
再
現
し
た
会あ

い

津づ

十じ
ゅ
う

楽ら
く

の
開
催
や
、
高
所
作
業
車
か
ら
普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
位
置
で
鶴
个
城
公

園
内
を
観
覧
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
お
堀

で
の
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
の
貸
し
出
し
な
ど

さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

ま
た
会
津
地
鶏
、
ソ
ー
ス
か
つ
丼
、

馬
刺
し
、
わ
っ
ぱ
飯
、
カ
レ
ー
焼
き
そ

問
環
境
交
通
課☎７

７
３・６
６
６
６

問
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

☎
７
７
３・６
６
６
５

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

東
日
本
連
携
・
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

連
携
市
町
の
魅
力
を
お
届
け
！

 

～
新
幹
線
で
つ
な
が
る
東
日
本
～

ば
な
ど
の
食
事
や
、
地
元
市
民
に
も
愛

さ
れ
て
い
る
居
酒
屋
で
お
酒
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
東
山
温
泉
・
芦

ノ
牧
温
泉
の
２
つ
の
温
泉
街
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
い
し
い
食
事
や
お
酒
を
味
わ
い
、

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
に
ぜ
ひ
、
会
津

若
松
市
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

会津若松市「鶴ヶ城」

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

市
内
に
お
住
ま
い
の
山
田
正
典

様
、
山
田
ひ
と
み
様
か
ら
、
地
域

の
子
ど
も
の
た
め
に
、
１
８
８
，

８
３
９
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
山
崎
源
吉

様
か
ら
７
，０
６
８
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
沿
線
自
治
体

福
島
県
会
津
若
松
市 

問
観
光
商
工
部 
観
光
課

　

広
域
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
２
・
３
９
・
１
２
５
１



市報 みなみ魚沼　令和４年５月１日発行31

３月18日㈮ 全国大会出場選手に棚村基金推奨金を贈呈しました
市内在住の全国大会出場者を対象に、棚村基金推奨金の

贈呈式を行いました。林市長は「南魚沼市の子どもたちが
全国で活躍する姿を見るとうれしく思います。今後は地元
を離れて活動することが多いと思います。北京オリンピッ
クに出場した当市出身の田中友理恵選手のように、ぜひこ
れからもスポーツを続けてほしいです」と激励の言葉を送
り、南魚沼市スキー協会の小倉会長からは「スキー協会は
みなさんのサポート、応援をしています。支えてくれる両
親、コーチ、スキー場への感謝を忘れずに、来年度以降も
さらに活躍できるよう頑張ってください」と激励しました。

令和３年度 市民のスポーツ奨励棚村基金推奨金 贈呈式対象者（贈呈式までに申請があった選手の紹介）
氏

し

　名
めい

所　属 学年 大 会 名 区　分

腰
こし

越
ごえ

　仁
に

乃
の 中之島小学校 5 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2022 全日本ジュニアスキー選手権大会 アルペン

片
かた

山
やま

　大
たい

斗
と 塩沢中学校 3

第59回全国中学校スキー大会
アルペン

ゴールドウィンＦＩＳユースジャパンカップ2022

腰
こし

越
ごえ

　温
みつ

歩
ほ 塩沢中学校 3 ゴールドウィンＦＩＳユースジャパンカップ2022 アルペン

佐
さ

藤
とう

未
み

來
ら

亜
あ 塩沢中学校 1 ゴールドウィンＦＩＳユースジャパンカップ2022 アルペン

阿
あ

部
べ

　杏
あん

樹
じゅ 塩沢中学校 2 第59回全国中学校スキー大会、ゴールドウィンＦＩＳユースジャパンカップ2022 アルペン

上
かみ

村
むら

　侑
ゆ

良
ら 塩沢中学校 2 第59回全国中学校スキー大会 アルペン

駒
こま

形
がた

　織
し

音
おん 大和中学校 1 ゴールドウィンＦＩＳユースジャパンカップ2022 アルペン

上
かみ

村
むら

　脩
ゆう

太
た 六日町高校 1 第71回全国高等学校スキー大会 アルペン

外
と

谷
や

　若
わか

菜
な 八海高校 1 第71回全国高等学校スキー大会、第77回国民体育大会冬季大会 スキー競技会 アルペン

山
やま

本
もと

　天
あま

嶺
ね 日本大学 1 第100回全日本スキー選手権大会 アルペン

蛯
えび

沢
さわ

　瑠
るー

来
く 新大付属

長岡中学校 3 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2022 全日本ジュニアス
キー選手権大会、第59回全国中学校スキー大会 クロカン

佐
さ

藤
とう

　大
だい

介
すけ 小出高校 3 第71回全国高等学校スキー大会、第100回全日本スキー選手権大会 クロカン

山
やま

本
もと

　和
かず

史
ふみ 小出高校 3 第71回全国高等学校スキー大会、第100回全日本スキー選手権大会 クロカン

我
わが

田
た

　　柊
しゅう 十日町高校 2 第71回全国高等学校スキー大会、第77回国民体育大会冬季大

会 スキー競技会、第34回全国高等学校選抜スキー大会 クロカン

山
やま

本
もと

　大
まさ

晴
はる 日本体育

大学 3 第30回ユニバーシアード冬季競技大会、ＩＢＵカップ、第95
回全日本学生スキー選手権大会 クロカン

羽
は

吹
ぶき

　唯
ゆい

人
と 東洋大学 4 第77回国民体育大会冬季大会 スキー競技会、第100回全日本

スキー選手権大会 クロカン

鈴
すず

木
き

　紳
しん

原
げん 六日町

中学校 1 第59回全国中学校スキー大会、ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ2022 全日本ジュニアスキー選手権大会 ジャンプ

鈴
すず

木
き

　教
みち

究
さだ 六日町

中学校 1 第59回全国中学校スキー大会、ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ2022 全日本ジュニアスキー選手権大会 ジャンプ

鈴
すず

木
き

　一
もと

世
つぐ 飯山高校 1

第71回全国高等学校スキー大会、ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ2022 全日本ジュニアスキー選手権大会、第34回全
国高等学校選抜スキー大会

ジャンプ

石
いし

田
だ

　暖
あた

流
る 石打小学校 6 第40回全日本スノーボード選手権大会 スノーボード
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メキシコと聞いてまず思い浮かべるのはタコス
とテキーラかもしれませんが、それ以上にたくさ

んの見どころや楽しみがあります！メキシコには砂漠、草原、森林、乾熱帯・
湿熱帯ジャングル、海洋の６つの自然地域があり、それぞれ違った楽しみ方が
ありますので、あちこち訪れてみてください。メキシコ料理はユネスコ無形文
化遺産に登録されています。とうもろこしを中心とした農産物の栽培・加工技
術や、古代から継承されてきた調理道具をはじめ、儀礼・祭礼など人々の生活
と深く結びついたユニークで美しい伝統的な食文化が評価されています。メキ
シコ人は温厚でフレンドリーなので、どこへ行って
も温かく迎え入れてくれることでしょう。

秋に参加した水無渓谷のウォーキングイ
ベントがとてもいい思い出です。すばらし

い景色の中を、大学の友達とおしゃべりをしながら歩き、いい運動になりまし
た。歩いた後に振舞われたおにぎりとけんちん汁はおいしく、また、地域の人
たちと交流ができてよかったです。

南魚沼市に住んで感じたこと

雪が解け、暖かく過ごしやすい季節に
なりました。長く続くコロナ禍や、雪の影響で家に閉
じこもりがちになり、体力の低下を感じる人も多いの
ではないでしょうか。市内では緑が増え、田植えなど
も始まります。この時期ならではの自然を楽しみに、
どんどん外に出かけたいと考えています。（Ｍ.Ａ）

編集後記 今月の
表紙

４月11日㈪、旧上関小学校を改修
した校舎で、新生石打小学校の開校式
と入学式が行われました。旧上関・石

打小学校を統合した石打小学校で、全校児童139
人の新しい学校生活が始まりました。
入学式では少し緊張した様子の23人の新入生
が、名前を呼ばれると元気に返事をしていました。

市民の動き 令和４年３月末日現在　（ ）は対前月比
●人口　54,332人（－149）／男26,582人（－70）　女27,750人（－79）　●世帯数 20,125戸（＋23）

美
し
い
里
山
を
遺の
こ

し
た
い 

森
林
の
持
つ
力
や
機
能
は
、
地
球
温

暖
化
を
防
止
し
た
り
、
国
土
の
健
全
な

保
全
や
水
源
地
を
守
っ
た
り
と
、
私
た

ち
に
広
く
恩
恵
を
与
え
る
。
し
か
し
、

誰
も
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
杉
な
ど

の
木
材
が
価
格
競
争
で
輸
入
材
に
太
刀

打
ち
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
は

荒
れ
、
林
業
は
衰
退
の
一
途
で
し
た
。

サ
ル
や
ク
マ
の
大
量
出
没
の
脅
威
も
、

雪
国
に
は
生
息
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
頻

出
、国
民
病
と
も
い
わ
れ
る
花
粉
症
や
、

水
害
時
に
脅
威
と
な
る
山
地
崩
壊
も
、

根
源
は
森
林
の
荒
廃
に
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
駆
除
や
電
気
柵
で
の
抵
抗

も
、
こ
の
根
源
と
な
る
問
題
に
踏
み
込

ま
な
け
れ
ば
む
な
し
い
。 

し
か
し
今
、
大
き
な
山
が
動
き
始
め

た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。
世
界
的
な

脱
炭
素
に
向
け
た
新
し
い
流
れ
や
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
目
標
設
定
、
災

害
防
止
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
変
革

の
う
ね
り
が
出
て
き
た
。国
税
と
し
て
、

１
人
年
額
千
円
を
徴
収
し
、
森
林
整
備

の
財
源
と
す
る
画
期
的
な
「
森
林
環
境

税
」
も
令
和
６
年
度
か
ら
。
今
日
、
自

分
の
所
有
林
地
の
境
界
に
自
信
を
も
っ

て
「
こ
こ
だ
」
と
示
せ
る
人
は
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
所
有
者
が
分
か
ら

な
い
森
林
も
多
い
。
こ
の
度
の
「
う

ね
り
」を
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

今
年
度
か
ら
市
は
思
い
切
っ
た
施
策

と
し
て
「
ふ
る
さ
と
里
山
再
生
（
緊

急
５
か
年
）
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

手
が
入
ら
ず
人
里
と
の
境
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
里
山
に
、
緩
衝
帯

を
つ
く
っ
て
い
く
。
か
つ
て
な
か
っ

た
広
葉
樹
な
ど
の
雑
木
も
対
象
と
す

る
。
当
市
の
き
の
こ
産
業
は
そ
の
良

質
な
お
が
粉
や
チ
ッ
プ
材
を
求
め
て

い
る
。
整
備
に
取
り
組
も
う
と
手
を

あ
げ
る
人
や
行
政
区
な
ど
に
、
市
が

事
業
費
の
９
割
を
補
助
し
、
間
伐
や

下
草
刈
り
な
ど
で
き
れ
い
に
手
の

入
っ
た
環
境
・
景
観
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。
こ
こ
か
ら
林
業
人
材
の
育

成
・
担
い
手
確
保
に
良
い
動
き
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

私
は
若
い
時
か
ら
地
元
の
生
産
森

林
組
合
長
を
長
く
経
験
し
ま
し
た

が
、
た
だ
管
理
す
る
ば
か
り
で
、
先

人
が
育
み
遺の

こ

し
て
く
れ
た
宝
が
、
伐

期
を
過
ぎ
て
朽
ち
て
ゆ
く
だ
け
の
末

路
な
の
か
と
、切
歯
の
思
い
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
光
が
差
し
て
く
る

と
は
。こ
こ
が
間
違
い
な
く
正
念
場
。

立
ち
上
が
る
時
が
来
た
！

メキシコ合衆国 ベルナルデット ロペス モレノカルビヨさん

国際大学留学生
お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

私の国はこんなところ


